
宮
沢
賢
治
「
西
域
」
作
品
と
島
地
大
等
の
印
度
仏
蹟
探
検
─
作
品
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
を
視
座
に

秋
枝(

青
木)

美
保(

人
間
文
化
学
科)

・
鄭
亜
楠(

人
間
文
化
学
科)

宮
沢
賢
治
の
西
域
を
舞
台
と
す
る
作
品
の
成
立
背
景
と
し
て
、
明
治
末
期
に
西
域
の
仏
教
遺
蹟
を
踏
査
し
多
く
将
来
品
を
も
た
ら
し
た
大
谷
探
検
隊
の
活
動

に
注
目
す
る
。
特
に
、
賢
治
が
影
響
を
受
け
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
盛
岡
市
願
教
寺
住
職
、
島
地
大
等
の
、
第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
イ
ン
ド
隊
の
一
員
と

し
て
の
活
動
を
明
ら
か
に
し
、
作
品
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
と
の
関
連
性
を
論
ず
る
。

【
キ
ー
ワ
ー
ド

宮
沢
賢
治

西
域

第
一
次
大
谷
探
検
隊
】

は
じ
め
に

宮
沢
賢
治
の
作
品
に
お
い
て
は
、
西
域
を
舞
台
と
す
る
も
の
や
西
域
に
関

連
す
る
語
彙
が
登
場
す
る
も
の
が
一
つ
の
領
域
を
形
成
し
て
い
る
。そ
れ
は
、

〔
手
紙
一
〕・〔
手
紙
二
〕
な
ど
初
期
の
も
の
か
ら
、
第
二
集
な
ど
中
期
の
作

品
に
い
た
る
ま
で
、
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
い
る
。
賢
治
の
西
域
へ
の
関
心

の
原
点
に
あ
っ
た
も
の
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
長
ら
く
筆

者
の
不
審
に
思
う
こ
と
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
当
時
出
版
さ
れ
た
西
域
に
ま
つ

わ
る
書
物
か
ら
得
た
知
識
は
あ
っ
た
に
せ
よ
、
な
ぜ
そ
こ
ま
で
の
情
熱
が
注

ぎ
込
ま
れ
た
の
か
、
も
う
一
つ
納
得
で
き
な
い
も
の
が
あ
っ
た
。

二
〇
一
四
年
度
の
卒
業
論
文
研
究
に
お
い
て
、ゼ
ミ
の
学
生
で
、甘
粛
省
、

酒
泉
出
身
の
留
学
生
・
鄭
亜
楠
が
、
童
話
「
雁
の
童
子
」
論
を
取
り
上
げ
た

こ
と
を
機
に
、筆
者
も
賢
治
の
西
域
作
品
の
背
景
を
追
究
す
る
こ
と
と
な
り
、

二
〇
一
五
年
度
研
究
生
と
な
っ
た
鄭
と
と
も
に
、龍
谷
大
学
大
宮
図
書
館
で
、

大
谷
探
検
隊
の
活
動
資
料
を
調
査
し
た
。そ
の
中
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、

賢
治
が
法
華
経
信
仰
に
移
る
機
縁
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮

華
経
』
の
編
著
者
・
島
地
大
等
と
、
そ
の
周
辺
の
若
き
僧
侶
た
ち
の
活
動
で

あ
っ
た
。

本
論
で
は
、
前
半
の
島
地
大
等
に
関
連
す
る
事
跡
に
つ
い
て
秋
枝
が
担
当

し
、
後
半
の
作
品
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
に
つ
い
て
の
作
品
論
を
、
鄭
が
担

当
す
る
。
本
作
品
は
、
西
域
作
品
の
中
で
も
、
山
岳
を
歩
き
ま
わ
る
僧
侶
の

物
語
で
あ
り
、大
谷
探
検
隊
の
活
動
の
現
場
を
彷
彿
と
さ
せ
る
も
の
が
あ
る
。

今
回
の
調
査
か
ら
、
筆
者
ら
は
、
賢
治
が
長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
西
域
を

イ
メ
ー
ジ
し
た
作
品
を
書
き
続
け
た
背
景
と
し
て
、
一
つ
の
推
測
を
強
く
抱

い
た
。
つ
ま
り
、
大
谷
光
瑞
の
命
に
よ
っ
て
西
域
実
地
踏
査
に
出
か
け
た
僧
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侶
達
の
体
験
を
、
実
際
に
探
検
に
参
加
し
た
島
地
大
等
か
ら
直
接
聞
い
た
と

い
っ
た
実
地
体
験
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
で
あ
る
。
そ
れ
ほ

ど
、
島
地
大
等
と
そ
の
周
辺
の
僧
侶
達
の
体
験
は
、
今
回
の
資
料
調
査
か
ら

鮮
烈
に
浮
か
び
上
が
る
も
の
で
あ
っ
た
。
以
下
、
そ
の
内
容
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、
賢
治
の
西
域
作
品
成
立
と
の
関
係
を
考
察
し
た
い
。

第
一
部

宮
沢
賢
治
の
西
域
作
品
と
島
地
大
等
ら
大
谷
探
検
隊
の
活
動

１
、宮
沢
賢
治
の
西
域
作
品
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
理
解
─
島
地
大
等
に
つ

い
て
の
言
及

宮
沢
賢
治
の
西
域
作
品
研
究
に
つ
い
て
先
鞭
を
付
け
た
の
は
金
子
民
雄
で

あ
る
が
、
そ
の
著
書
『
宮
沢
賢
治
と
西
域
幻
想
』（
注
１
）
で
、
賢
治
の
西
域

作
品
執
筆
の
背
景
に
大
谷
探
検
隊
の
成
果
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る

も
の
の
、
当
時
出
版
さ
れ
た
橘
瑞
超
の
『
中
亜
探
検
』
を
そ
の
最
有
力
な
情

報
源
と
し
て
い
る
の
み
で
、
大
谷
探
検
隊
の
実
地
踏
査
の
内
容
に
ま
で
は
踏

み
込
ん
で
い
な
い
。
ま
し
て
や
島
地
大
等
に
つ
い
て
は
言
及
が
な
い
。

最
近
の
言
及
と
し
て
、『
宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ
学
事
典
』（
注
２
）
に

お
け
る
「
西
域
」
の
ト
ピ
ッ
ク
を
担
当
し
た
池
澤
夏
樹
が
次
の
よ
う
に
述
べ

て
、
西
域
関
連
の
情
報
の
源
と
し
て
島
地
大
等
を
挙
げ
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。

詩
人
が
西
域
に
惹
か
れ
た
き
っ
か
け
は
一
九
〇
二
年
以
来
三
度
に
亘

っ
た
大
谷
探
検
隊
の
偉
業
だ
っ
た
ら
し
い
。
実
際
、
彼
は
十
五
歳
の
と

き
か
ら
何
度
か
第
一
次
大
谷
探
検
隊
に
参
加
し
た
島
地
大
等
の
仏
教
に

関
す
る
講
習
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
時
の
論
題
は
「
大
乗
起
信
論
」
だ

が
、
余
談
の
中
に
は
西
域
の
話
も
出
た
だ
ろ
う
。

池
澤
は
、
さ
ら
に
「
雁
の
童
子
」
の
話
題
の
元
に
な
っ
た
ミ
ー
ラ
ン
発
掘

の
有
翼
天
使
像
に
つ
い
て
、
ス
タ
イ
ン
が
発
掘
す
る
前
に
第
三
次
大
谷
探
検

隊
の
橘
瑞
超
が
こ
の
遺
跡
を
発
見
し
て
い
た
こ
と
に
言
及
し
て
い
る
（
金
子

民
雄
が
前
掲
書
ｐ
68
、
ｐ
80
で
こ
れ
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
）。
さ
ら
に
、

池
澤
は
、
賢
治
の
西
域
幻
想
が
「
ど
れ
も
画
像
的
で
、
何
か
図
録
の
よ
う
な

も
の
を
見
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
」
と
述
べ
、
そ
の
原
資
料
と
し
て
『
西

域
考
古
図
譜
』（
一
九
一
五
年
）
を
見
る
機
会
は
な
か
っ
た
だ
ろ
う
か
と
述
べ

て
い
る
。
本
論
の
推
測
に
重
な
る
も
の
が
あ
り
、
興
味
深
い
。

た
だ
、
同
書
全
体
に
お
け
る
「
島
地
大
等
」
に
つ
い
て
の
言
及
（
人
名
索

引
に
は
十
九
カ
所
あ
り
）
に
は
、
そ
の
信
仰
者
の
立
場
と
し
て
の
特
徴
や
活

動
に
つ
い
て
深
く
言
及
し
た
も
の
は
な
く
、
ま
し
て
や
大
谷
探
検
隊
に
参
加

し
た
際
の
大
等
の
活
動
に
つ
い
て
触
れ
た
も
の
は
な
い
。

た
だ
し
、
島
地
大
等
と
賢
治
の
関
係
に
つ
い
て
の
情
報
は
、『
新
校
本
宮
沢

賢
治
全
集

十
六
巻

補
遺
資
料

年
譜
編
』
の
、
一
九
一
一
（
明
治
四
十

四
）
年
、
盛
岡
中
学
三
年
生
、
十
五
歳
の
八
月
の
項
に
、
記
載
が
あ
り
、
島

地
の
講
話
を
聞
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
脚
注
に
、
島
地
大
等
著
『
思
想

と
信
仰
』（
昭
和
三
年
十
一
月
四
日

明
治
書
院
）
の
年
譜
か
ら
引
用
さ
れ
た

「
夏
期
仏
教
講
習
会
」
に
関
す
る
も
の
と
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
岩
手
日
報
の

記
事
の
紹
介
が
あ
る
。
ま
た
、
同
年
譜
の
十
七
歳
、
十
八
歳
、
十
九
歳
に
、

島
地
と
の
関
連
を
示
す
記
載
が
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
賢
治
十
八
歳
の
と

き
に
、
大
等
編
著
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
を
読
み
、
法
華
経
信
仰
に
入

っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
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な
お
、
島
地
大
等
の
研
究
と
し
て
は
、
田
村
公
子
著
「
宮
沢
賢
治
研
究
の

た
め
の
覚
え
書
き
：
島
地
大
等
の
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』」(

注
３)

・「
島

地
大
等
が
宮
沢
賢
治
に
与
え
た
影
響
」(

注
４)

が
あ
る
。
こ
れ
は
、
島
地
大

等
の
書
い
た
も
の
か
ら
、
賢
治
の
法
華
経
信
仰
を
開
い
た
『
漢
和
対
照
妙
法

蓮
華
経
』
及
び
、
大
等
の
信
仰
の
立
場
の
特
徴
に
つ
い
て
論
及
し
た
も
の
で

あ
り
、
貴
重
な
研
究
に
先
鞭
を
付
け
た
も
の
で
あ
る
。
田
村
は
、
後
者
の
論

に
お
い
て
、
賢
治
と
の
実
人
生
上
の
関
係
を
も
丁
寧
に
追
い
な
が
ら
、
賢
治

が
大
等
の
講
話
及
び
著
書
を
通
じ
て
、
日
蓮
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
さ
れ
た

こ
と
を
論
証
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
こ
に
は
、
大
等
自
身
に
よ
る
年
譜
（
島

地
大
等
著
『
思
想
と
信
仰
』
所
収
）、
大
等
の
弟
子
、
白
井
成
允
著
『
島
地
大

等
和
上
行
実
』(

注
５)

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
大
谷
探
検
隊
に
お
け

る
大
等
の
活
動
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

以
上
の
通
り
、
宮
沢
賢
治
の
西
域
作
品
執
筆
の
背
景
に
つ
い
て
の
言
及
は

こ
れ
ま
で
ヘ
デ
ィ
ン
、
ス
タ
イ
ン
な
ど
西
洋
の
考
古
学
的
調
査
が
主
た
る
も

の
で
、
大
谷
探
検
隊
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
示
唆
さ
れ
て
は
い
る
が
、
深
く

は
追
求
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
宮
沢
賢
治
が
法
華
経
信
仰
に
入
る
き
っ
か

け
と
な
っ
た
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
の
著
者
・
島
地
大
等
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
も
言
及
は
少
な
く
、
大
谷
探
検
隊
で
の
活
動
に
つ
い
て
は
触
れ
た
も
の

が
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。

２
、
島
地
大
等
、
及
び
周
辺
の
僧
侶
の
探
検
─
第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
活
動

大
谷
探
検
隊
の
調
査
の
実
態
に
つ
い
て
の
調
査
・
研
究
に
は
下
記
の
様
な

資
料
が
あ
る
。

白
須
浄
眞

「
忘
れ
ら
れ
た
明
治
の
探
検
家

渡
辺
哲
信
」

中
央
公
論

社

一
九
九
二
年
十
二
月

白
須
浄
眞

「
大
谷
探
検
隊
─
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
に
挑
ん
だ
日
本
人
～
第
一

次
大
谷
隊
員
・
堀
賢
雄
の
撮
影
資
料
」

『
月
刊

し
に
か
』
十
三
巻

十
号

大
修
館
書
店

二
〇
〇
二
年
九
月

白
須
浄
眞

『
大
谷
探
検
隊
と
そ
の
時
代
』

勉
誠
出
版

二
〇
〇
二
年

十
月

白
須
浄
眞

「
第
一
次
大
谷
探
検
隊
に
係
わ
る
善
教
寺
（
安
芸
高
田
師
）・

神
根
善
雄
資
料
に
つ
い
て
」『
広
島
県
立
博
物
館

研
究
紀
要

第
十
一

号
』

二
〇
〇
七
年

白
須
浄
眞
編
著

『
大
谷
光
瑞
と
国
際
政
治
社
会
─
チ
ベ
ッ
ト
、探
検
隊
、

辛
亥
革
命
』

勉
誠
出
版

二
〇
一
一
年

白
須
浄
眞

『
大
谷
探
検
隊
研
究
の
新
た
な
地
平

ア
ジ
ア
広
域
調
査
活

動
と
外
務
省
外
交
記
録
』
勉
誠
出
版

二
〇
一
二
年
八
月

白
須
浄
眞

『
大
谷
光
瑞
と
ス
ヴ
ェ
ン
・
へ
デ
ィ
ン
─
内
陸
ア
ジ
ア
と
国

際
政
治
社
会
』

勉
誠
出
版
二
〇
一
四
年
九
月

片
山
章
雄「
大
谷
探
検
隊
の
活
動
と
大
谷
尊
重（
光
明
）・
渡
辺
哲
信
」
『
東

海
大
学
文
学
部
紀
要
』
七
十
七
号

二
〇
〇
二
年

片
山
章
雄
「
大
谷
探
検
隊
将
来
断
片
資
料
の
追
跡
を
め
ぐ
っ
て
」『
東
海
大

学
文
学
部
紀
要
』
二
十
六
号

二
〇
〇
九
年
十
二
月

片
山
章
雄
「2004

年
度
龍
谷
大
学
史
学
会
大
会
講
演

大
谷
探
検
隊
の
追

跡--

交
流
人
物
・
探
検
記
録
・
関
係
文
物
」

『
龍
谷
史
壇
』
一
二
四

号

二
〇
〇
六
年
二
月

片
山
章
雄「
大
谷
光
瑞
の
業
績:

探
検
隊
収
集
将
来
品
を
め
ぐ
っ
て(

二
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楽
荘
と
大
谷
探
検
隊

:

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
研
究
の
原
点
と
隊
員
た
ち
の

思
い)

」

『
聚
美
』
十
三
号

香
月
社

二
〇
一
四
年

筆
者
ら
は
、
こ
れ
ら
の
資
料
か
ら
、
龍
谷
大
学
図
書
館
に
お
い
て
、
島
地

大
等
及
び
、大
谷
探
検
隊
に
関
連
す
る
資
料
を
調
査
し
た
。そ
の
調
査
か
ら
、

島
地
大
等
著
作
の
論
文
十
五
編
及
び
第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
活
動
記
録
を
得

た
。
本
論
に
お
い
て
は
、
そ
の
中
か
ら
、
第
一
次
大
谷
探
検
隊
に
関
連
す
る

記
録
か
ら
得
ら
れ
た
島
地
大
等
、
及
び
周
辺
の
僧
侶
の
活
動
に
つ
い
て
述
べ

る
。島

地
大
等
に
つ
い
て
の
公
式
記
録
と
し
て
は
盛
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
記

載
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

島
地
大
等(

旧
姓
：
姫
宮
，
幼
名
：
等)

は
一
八
七
五
年(

明
治
八
年)

十
月
三
日
，
新
潟
県
頸
城(

く
び
き)

郡
三
郷(

さ
ん
ご
う)

村(

現
：
新
潟

県
上
越
市)

西
松
之
木
の
勝
念
寺
の
住
職
姫
宮
大
圓
，操
子
の
次
男
と
し

て
生
ま
れ
た
。四
年
間
の
上
京
を
へ
て
，一
八
九
三
年(

明
治
二
十
六
年)

に
京
都
に
あ
る
西
本
願
寺
の
文
学
寮(

現
：
龍
谷
大
学)
に
入
学
し
た
。

こ
れ
に
続
く
文
面
で
、
学
僧
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
た
大
等
が
、
明
治
仏
教

を
牽
引
し
た
島
地
黙
雷
に
見
込
ま
れ
て
法
嗣
と
な
り
、
島
地
姓
と
な
っ
た
こ

と
、
そ
の
直
後
に
イ
ン
ド
仏
跡
調
査
に
赴
い
た
こ
と
な
ど
の
簡
略
な
記
載
が

あ
る
。

大
等
に
触
れ
る
前
に
、
当
時
願
教
寺
の
住
職
で
あ
っ
た
島
地
黙
雷
に
つ
い

て
触
れ
て
お
く
。
幕
末
に
黙
雷
は
山
口
県
佐
波
郡
の
自
寺
に
あ
っ
た
が
、
鳥

羽
伏
見
の
戦
い
の
際
に
は
、
京
都
へ
結
集
し
て
西
本
願
寺
の
改
革
に
乗
り
出

し
た
一
団
の
僧
侶
達
の
中
に
あ
っ
た
。
ま
た
、
明
治
維
新
に
際
し
て
は
、
木

戸
孝
允
に
岩
倉
使
節
団
へ
の
同
行
を
求
め
ら
れ
た
法
主
大
谷
光
尊
の
命
に
よ

り
欧
州
視
察
に
同
行
し
、
帰
国
後
は
、
神
道
国
教
化
を
主
張
す
る
政
府
に
対

抗
し
て
、
欧
州
で
の
新
知
見
を
元
に
政
教
分
離
を
主
張
し
、
信
仰
の
自
由
を

法
律
上
に
明
記
さ
せ
る
こ
と
に
力
が
あ
っ
た
（
注
６
）。
言
わ
ば
、
黙
雷
は
、

明
治
維
新
に
お
い
て
、
仏
教
の
政
治
社
会
的
位
置
づ
け
を
開
く
働
き
の
中
核

に
あ
っ
た
人
物
だ
と
言
え
る
。
大
等
は
、
そ
の
黙
雷
に
見
込
ま
れ
た
こ
と
に

な
る
。

さ
て
、
第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
メ
ン
バ
ー
は
、
い
ず
れ
も
京
都
本
願
寺
文

学
寮
の
同
窓
生
で
あ
り
、先
輩
後
輩
の
親
し
い
間
柄
で
あ
る
。金
子
民
雄
は
、

京
都
の
本
派
本
願
寺
と
へ
デ
ィ
ン
と
の
交
流
が
始
ま
っ
た
の
は
、
一
八
九
八

年
か
ら
一
九
九
〇
年
頃
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
し
、
そ
れ
が
ヘ
デ
ィ
ン
の
第

一
回
の
探
検
直
後
の
こ
と
だ
と
し
て
い
る
（
注
７
）。
そ
の
こ
ろ
大
谷
光
瑞
は

ロ
ン
ド
ン
留
学
中
で
あ
り
、
西
洋
の
学
者
に
お
け
る
中
央
ア
ジ
ア
で
の
仏
蹟

発
掘
の
ニ
ュ
ー
ス
が
彼
を
刺
激
し
た
と
推
測
し
て
い
る
。
そ
の
と
き
、
彼
の

周
り
に
は
、
彼
の
と
り
ま
き
の
多
く
の
若
い
僧
侶
達
が
留
学
中
で
あ
っ
た
。

ロ
シ
ア
に
も
二
名
が
留
学
し
て
い
た
。
光
瑞
は
、「
皇
立
倫
敦
地
理
学
協
会
」

の
会
員
で
あ
り
、
東
京
地
学
協
会
に
も
、
一
八
九
九
年
に
入
会
し
て
い
る
（
鳥

居
龍
蔵
と
同
時
期
の
入
会
）。
光
瑞
が
そ
の
探
検
こ
そ
自
分
達
の
「
テ
リ
ト
リ

ー
」
と
感
じ
、
日
本
へ
の
帰
路
「
西
域
を
通
っ
て
行
こ
う
と
い
う
計
画
が
持

ち
上
が
っ
た
ら
し
い
」
と
、
金
子
は
推
定
し
て
い
る
。
こ
れ
が
第
一
次
大
谷

探
検
隊
の
活
動
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
イ
ン
ド
隊
と
新
疆
隊
と
の
二
つ
の
ル
ー

ト
が
あ
っ
た
。
金
子
・
白
須
ら
の
調
査
に
よ
っ
て
、
へ
デ
ィ
ン
と
光
瑞
と
が

困
難
な
調
査
に
お
い
て
互
い
に
協
力
し
あ
っ
て
い
た
こ
と
が
証
明
さ
れ
て
い

る
。
特
に
、
第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
新
疆
隊
の
調
査
ル
ー
ト
に
お
い
て
世
界
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で
初
め
て
庫
車
に
到
達
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ヘ
デ
ィ
ン
の
教
示
が
電
報

に
よ
っ
て
調
査
隊
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
成
功
の
要
因
で
あ
る
こ
と
が
示
さ

れ
た
。
光
瑞
は
、
一
九
〇
八
（
明
治
四
十
一
）
年
へ
デ
ィ
ン
を
日
本
に
招
聘

し
、
へ
デ
ィ
ン
は
同
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
日
本
に
滞
在
、
官
民

あ
げ
て
の
歓
迎
を
受
け
た
。

島
地
は
、こ
の
第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
イ
ン
ド
隊
に
参
加
し
た
の
で
あ
る
。

島
地
の
イ
ン
ド
仏
蹟
調
査
に
つ
い
て
は
、
片
山
・
白
須
の
論
文
に
お
け
る
第

一
次
大
谷
探
検
隊
の
行
程
か
ら
部
分
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
特
に
片
山

章
雄
「
大
谷
探
検
隊
の
活
動
と
大
谷
尊
重
（
光
明
）・
渡
辺
哲
信
」（
注
８
）

は
、
種
々
の
資
料
に
記
載
さ
れ
た
一
行
の
メ
ン
バ
ー
そ
れ
ぞ
れ
の
日
程
の
記

載
を
追
い
な
が
ら
、
第
一
次
探
検
隊
の
出
発
日
と
帰
着
日
を
正
確
に
示
そ
う

と
し
た
論
文
で
あ
り
、
そ
の
中
で
の
大
等
に
つ
い
て
の
言
及
か
ら
、
第
一
次

大
谷
探
検
隊
の
中
で
の
大
等
の
動
き
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
資
料
に
よ
れ
ば
、
第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
調
査
と
は
、
一
九
〇
二
年

（
明
治
三
十
五
年
）
ロ
ン
ド
ン
に
留
学
中
の
光
瑞
一
行
と
、
同
年
す
で
に
イ

ン
ド
に
単
身
留
学
し
て
い
た
清
水
黙
爾
（
島
地
黙
雷
の
実
子
）、
日
本
か
ら
応

援
を
命
じ
ら
れ
た
島
地
大
等
ら
が
、
イ
ン
ド
お
よ
び
中
央
ア
ジ
ア
で
合
流
し

て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
イ
ン
ド
・
ネ
パ
ー
ル
（
イ
ン
ド
隊
）
と
天
山
南
路

（
新
疆
隊
）
の
二
手
に
分
か
れ
て
調
査
し
た
も
の
の
総
体
を
指
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
隊
員
そ
れ
ぞ
れ
の
動
き
は
極
め
て
複
雑
で
あ
る
。
光
瑞
一
行

が
ロ
ン
ド
ン
を
発
っ
た
の
は
一
九
〇
二
年
八
月
十
六
日
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
滞

在
中
の
数
名
が
そ
れ
ぞ
れ
、
ベ
ル
リ
ン
、
ロ
シ
ア
、
マ
ル
セ
イ
ユ
経
由
で
イ

ン
ド
、
中
央
ア
ジ
ア
に
到
着
す
る
の
が
同
年
十
月
上
旬
と
い
う
。
日
本
出
発

の
応
援
隊
は
、
上
原
芳
太
郎
を
中
心
に
、
島
地
大
等
・
秋
山
祐
頴
・
升
巴
陸

龍
が
、
同
年
十
月
十
九
日
に
神
戸
を
出
立
、
十
一
月
十
日
に
コ
ロ
ン
ボ
に
到

着
し
た
と
い
う
。
す
で
に
単
身
イ
ン
ド
に
留
学
し
て
い
た
清
水
黙
爾
は
、
主

と
し
て
カ
ル
カ
ッ
タ
に
滞
在
し
て
い
た
が
同
年
十
一
月
二
十
八
日
に
同
地
を

出
立
、
三
十
日
に
北
行
す
る
上
原
・
升
巴
と
合
流
し
た
。

こ
れ
ら
の
動
き
を
総
括
し
て
、
片
山
は
次
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。

中
央
ア
ジ
ア
を
経
て
南
下
し
た
大
谷
光
瑞
と
井
上(

弘
圓)

・
本
多(

恵

隆)

、(

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら)

海
路
来
た
日
野(

尊
宝)

・
藤
井(

宣
正)

、
薗
田

(

宗
恵)

、
さ
ら
に
日
本
か
ら
の
上
原
・
島
地
・
秋
山
・
升
巴
、
留
学
生

清
水
の
11
名
が
連
携
・
合
流
し
て
各
地
の
仏
蹟
調
査
に
携
わ
っ
た
こ
と

に
な
る
。(

括
弧
内
は
引
用
者)

島
地
は
、
こ
の
調
査
の
中
で
、
イ
ン
ド
分
隊
の
一
員
と
し
て
、
イ
ン
ド
、
お

よ
び
ネ
パ
ー
ル
国
境
に
あ
る
仏
蹟
調
査
に
携
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
調
査
の
過
程
で
、
隊
は
、
光
瑞
の
父
・
光
尊
の
遷
化
の
報
に
接
し
た

の
を
始
め
と
し
て
、
二
人
の
隊
員
の
訃
報
に
相
次
い
で
接
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
一
九
〇
三
年
一
月
十
八
日
に
カ
ル
カ
ッ
タ
で
、
光
瑞
は
、
父
・
光
尊
の

遷
化
の
報
に
接
し
、
二
月
二
日
に
出
港
、
三
月
十
二
日
に
長
崎
到
着
。
そ
の

後
、
一
九
〇
三
年
五
月
五
日
に
コ
ロ
ン
ボ
か
ら
乗
船
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
戻

る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
藤
井
宣
正
が
、病
状
の
悪
化
で
マ
ル
セ
イ
ユ
に
上
陸
、

入
院
し
た
が
、
六
月
六
日
に
客
死
。
六
月
十
四
日
に
パ
リ
で
火
葬
し
、
遺
骨

が
八
月
二
十
日
に
神
戸
に
到
着
し
た
。
藤
井
の
寺
は
長
野
県
飯
山
で
、
島
崎

藤
村
の
小
説
「
破
戒
」
の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
藤
村

は
一
九
〇
四
年
一
月
に
当
寺
を
訪
問
、
藤
井
の
遺
し
た
書
簡
を
見
て
、「
椰
子

の
葉
陰
」(

『
明
星
』
一
九
〇
四
年
三
月
号)

を
執
筆
し
た
。
藤
井
に
つ
い
で
、

留
学
生
・
清
水
黙
爾
が
、
一
九
〇
三
年
八
月
二
十
日
に
発
病
し
て
ボ
ン
ベ
イ
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で
死
亡
し
た
。
炎
熱
の
国
で
の
調
査
が
尋
常
で
な
か
っ
た
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
る
。

島
地
大
等
は
、
亡
く
な
っ
た
二
人
と
は
深
い
関
わ
り
が
あ
り
、
い
ず
れ
も

追
悼
文
集
の
編
集
に
携
わ
っ
て
い
る
。
藤
井
宣
正
の
追
悼
文
集
『
愛
楳
全
集
』

(

森
江
書
店

一
九
〇
六
年)

は
、
島
地
大
等
の
編
集
で
あ
る
。
清
水
黙
爾
の

追
悼
文
集
『
紫
風
全
集
』(

鶏
声
堂

一
九
〇
七
年)

は
黙
爾
の
兄
・
雷
夢
の

編
集
で
あ
る
が
、
大
等
に
と
っ
て
中
学
時
代
か
ら
の
学
友
で
あ
り
、
大
等
が

島
地
家
に
養
子
に
入
る
事
に
よ
っ
て
義
兄
弟
と
な
っ
た
黙
爾
に
つ
い
て
、
大

等
は
、
こ
の
『
紫
風
全
集
』
に
、
二
人
の
交
際
や
イ
ン
ド
で
の
調
査
に
つ
い

て
詳
細
か
つ
哀
切
な
る
追
悼
文
を
寄
せ
て
い
る
（「
嗚
呼
清
水
黙
爾
」
ｐ
494
～

ｐ
507
）。
そ
こ
か
ら
、
島
地
お
よ
び
周
辺
の
僧
侶
た
ち
の
イ
ン
ド
で
の
調
査

の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

片
山
の
前
掲
論
文
に
よ
れ
ば
、
調
査
隊
員
の
最
初
の
帰
国
は
、
一
九
〇
二

年
十
二
月
下
旬
か
ら
一
九
〇
三
年
三
月
中
旬
ま
で
清
水
黙
爾
と
ネ
パ
ー
ル
に

入
っ
た
井
上
弘
圓
で
、
四
月
六
日
に
カ
ル
カ
ッ
タ
を
島
地
と
一
緒
に
出
発
し

て
二
十
四
日
に
香
港
に
到
着
、島
地
と
分
か
れ
て
五
月
五
日
に
神
戸
に
到
着
。

そ
の
後
、
島
地
は
七
月
十
八
日
に
上
海
に
到
着
、
二
十
九
日
に
神
戸
に
到
着

し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
島
地
大
等
が
イ
ン
ド
で
の
仏
蹟
調
査
に
携
わ
っ
た
期
間

は
、
一
九
〇
二
年
十
月
か
ら
一
九
〇
三
年
七
月
ま
で
お
よ
そ
十
ヶ
月
間
の
こ

と
で
あ
っ
た
。
大
等
は
、
そ
の
帰
国
途
中
で
藤
井
の
死
を
知
り
、
そ
の
遺
骨

を
神
戸
で
迎
え
る
と
同
時
に
、
義
兄
黙
爾
の
死
の
知
ら
せ
を
受
け
た
こ
と
に

な
る
。

３
、
島
地
大
等
、
お
よ
び
周
辺
の
僧
侶
の
イ
ン
ド
仏
蹟
調
査
の
実
態

─
『
紫
風
全
集
』
か
ら
見
る
僧
侶
の
仏
教
研
究
の
姿
勢
─

『
紫
風
全
集
』
に
お
け
る
大
等
の
追
悼
文
に
よ
れ
ば
、
大
等
が
黙
爾
を
意

識
し
た
の
は
、
神
田
錦
城
中
学
の
、
黙
爾
五
年
、
大
等
三
年
の
と
き
で
、
黙

爾
は
同
学
年
の
仲
間
か
ら
「
将
来
畏
る
べ
し
」
と
噂
さ
れ
て
い
た
と
い
う
。

だ
が
、大
等
は
そ
の
中
学
を
三
年
で
終
え
る
と
京
都
本
願
寺
文
学
寮
に
入
学
、

そ
の
一
年
後
、
明
治
二
十
七
年
春
、
黙
爾
が
同
校
に
入
学
し
て
同
級
と
な
っ

て
初
め
て
お
互
い
知
る
こ
と
と
な
り
、
そ
れ
か
ら
卒
業
ま
で
満
三
年
間
友
情

を
温
め
た
と
い
う
。
黙
爾
は
入
学
の
頃
、
父
黙
雷
の
生
家
で
あ
る
山
口
県
の

山
奥
の
寺
を
嗣
ぐ
こ
と
と
な
り
、
清
水
姓
と
な
っ
た
。

文
学
寮
在
学
中
に
は
仲
間
と
文
学
会
を
組
織
し
て
機
関
誌
を
出
し
、
種
々

の
文
章
を
発
表
し
た
が
、
そ
れ
が
後
の
『
反
省
雑
誌
』（
雑
誌
『
中
央
公
論
』

の
前
身

注
９
）
の
素
材
と
な
っ
た
と
い
う
。
雑
誌
『
中
央
公
論
』
は
、
賢

治
の
愛
読
書
と
さ
れ
て
い
る
。（『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集

十
六
巻
』
年
譜

の
ｐ
72

明
治
四
十
四
年
十
五
歳
の
項
に
、
学
友
藤
原
文
三
か
ら
の
聞
き
書

き
と
し
て
記
載
が
あ
る
。）
黙
爾
の
書
い
た
も
の
の
中
に
は
「
梵
文
法
華
経
序

品
名
詞
対
訳
表
」
と
い
っ
た
「
専
門
的
大
論
文
」
も
あ
り
、
後
に
文
学
寮
の

学
報
に
掲
載
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、
彼
ら
の
学
問
的
関
心
が
原
典
研
究
に
あ

っ
た
こ
と
を
伺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

黙
爾
は
、
後
に
梵
学
を
志
し
て
単
身
イ
ン
ド
に
留
学
し
た
の
だ
が
、
そ
の

勉
学
へ
の
希
望
は
文
学
寮
入
学
と
同
時
に
始
ま
っ
て
い
た
。
イ
ン
ド
か
ら
初

め
て
帰
国
し
た
徳
澤
知
恵
蔵
が
文
学
寮
で
英
語
教
授
に
な
っ
た
と
き
、「
予
て

梵
学
の
必
要
を
論
じ
つ
つ
あ
つ
た
吾
々
は
、
此
機
逸
す
べ
か
ら
ず
と
し
て
寮

長
に
請
う
て
、
新
に
サ
ン
ス
ク
リ
ツ
ト
の
講
義
と
印
度
哲
学
の
講
義
と
を
聞
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く
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
。
た
だ
、
徳
澤
は
直
ぐ
辞
職
し
た
た
め
、
続
い
て

印
度
か
ら
帰
国
し
、
文
学
寮
教
授
と
な
っ
た
川
上
貞
信
に
つ
い
て
サ
ン
ス
ク

リ
ッ
ト
研
究
を
続
け
た
が
、「
死
語
」
の
研
究
は
「
余
程
篤
志
の
も
の
で
な
け

れ
ば
続
け
ら
れ
る
も
の
で
は
な
」
く
、
欠
席
者
が
次
第
に
多
く
な
っ
て
つ
い

に
や
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
後
は
、
大
等
と
黙
爾
二
人
で
、
隔
日
に
川

上
の
私
宅
に
通
っ
て
研
究
を
続
け
た
が
、
こ
れ
も
川
上
の
都
合
で
止
め
る
こ

と
に
な
り
、
つ
い
で
梵
学
に
熱
心
だ
っ
た
榊
亮
三
郎
が
文
学
寮
教
授
に
な
っ

た
と
き
、
二
人
が
発
起
し
て
課
外
に
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
教
授
を
し
て
も
ら
っ

て
研
究
を
続
け
た
と
い
う
。

明
治
三
十
年
三
月
に
、
二
人
は
文
学
寮
を
卒
業
、
黙
爾
が
主
席
、
大
等
が

次
席
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
等
は
本
願
寺
大
学
林
に
進
学
、
黙
爾
は
東
京
に

帰
り
、
高
楠
順
次
郎
博
士
の
門
下
「
梵
語
専
攻
の
人
と
な
っ
た
」
と
の
こ
と

で
、
四
年
間
指
導
を
受
け
た
。
大
等
は
、
そ
の
間
、
梵
語
研
究
を
川
上
貞
信

に
「
無
理
に
頼
む
で
」、
般
若
心
経
、
尊
勝
陀
羅
尼
、
阿
弥
陀
経
、
大
無
量
寿

経
等
の
梵
文
を
研
究
し
た
。
ま
た
「
金
剛
般
若
経
、
妙
法
蓮
華
経
等
の
梵
本

や
、
マ
キ
シ
ミ
ラ
ー
、
バ
ラ
ン
チ
ン
、
諸
氏
の
梵
語
文
典
を
謄
写
し
て
、
一

生
懸
命
に
モ
ニ
ヤ
ム
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
氏
の
梵
英
字
典
と
頸
ツ
ピ
キ
で
独
習
し

て
居
た
」
と
の
こ
と
で
、
二
人
の
梵
語
文
典
研
究
へ
の
尋
常
な
ら
ぬ
情
熱
が

感
じ
ら
れ
る
。

黙
爾
は
、
大
等
宛
て
の
書
簡
（
明
治
三
十
一
年
八
月
）
で
、
高
楠
博
士
の

下
、
梵
文
学
教
科
書
の
執
筆
・
出
版
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
九
月
に
は
帝
国

大
学
で
教
科
書
と
し
て
採
用
さ
れ
る
筈
だ
と
校
正
を
急
が
せ
て
い
る
旨
を
述

べ
、
語
学
独
習
に
は
自
学
自
習
が
肝
心
と
、
義
弟
に
勉
学
の
こ
つ
を
伝
授
し

て
い
る
。

大
等
は
、
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
五
月
六
日
、
島
地
家
の
養
子
に

入
り
、
黙
雷
の
法
嗣
と
な
っ
た
が
、
そ
れ
か
ら
黙
爾
が
イ
ン
ド
で
客
死
す
る

ま
で
約
三
年
の
間
、
相
会
し
た
こ
と
は
多
か
っ
た
が
、
島
地
家
内
で
は
一
分

た
り
と
も
一
緒
に
な
る
こ
と
が
な
か
っ
た
と
、
述
べ
て
い
る
。
そ
の
頃
、
黙

爾
は
、「
年
来
の
宿
志
た
る
尼
波
羅
梵
典
の
捜
索
の
為
め
」
イ
ン
ド
留
学
の
希

望
を
持
っ
て
い
た
が
、
そ
の
実
現
の
た
め
、
父
黙
雷
は
、「
熱
心
に
本
山
当
局

に
向
つ
て
印
度
留
学
の
辞
令
を
送
る
様
に
と
心
配
せ
ら
れ
た
事
は
非
常
な
も

の
で
あ
っ
た
」
と
い
う
。
当
時
、
大
学
林
高
等
科
在
学
中
で
あ
っ
た
大
等
も

本
山
の
有
力
者
に
謀
っ
た
が
上
手
く
い
か
な
か
っ
た
と
こ
ろ
、
明
治
三
十
五

（
一
九
〇
二
）
年
二
月
に
漸
く
「
名
計
り
の
印
度
留
学
を
命
ず
る
と
云
ふ
辞

令
が
本
願
寺
当
局
か
ら
送
っ
て
来
た
」。
黙
爾
は
、
同
年
三
月
十
五
日
に
は
横

浜
を
出
港
し
、
神
戸
を
経
由
し
て
イ
ン
ド
に
渡
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
後
、
大
等
は
、
大
学
林
を
卒
業
後
、
高
輪
仏
教
学
院
で
教
鞭
を
と
っ

て
い
た
が
、
前
述
の
如
く
、
同
年
十
月
に
は
、「
宗
主
の
印
度
聖
蹟
探
検
と
云

ふ
盛
挙
に
加
は
る
べ
く
」
職
を
辞
し
、
黙
爾
の
後
を
追
っ
て
、
印
度
へ
渡
航

す
る
。

４
、
イ
ン
ド
で
の
調
査
の
行
程

イ
ン
ド
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
調
査
地
域
が
異
な
っ
て
い
た
た
め
、
な
か
な

か
会
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
二
回
ほ
ど
遭
遇
す
る
こ
と
が
あ
っ
た
。

大
等
は
、
そ
の
際
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。

一
回
め
は
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
十
二
月
の
初
め
、
仏
陀
伽
耶(

ブ

ッ
ダ
ガ
ヤ

釈
迦
、
成
道
〔
悟
り
〕
の
地)

の
調
査
に
従
事
し
て
い
た
時
の
こ

と
、
黙
爾
が
伽
耶
（
ガ
ヤ

悟
り
に
至
る
ま
で
の
地
）
の
ダ
ッ
ク
バ
ン
ガ
ロ
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ー
に
や
っ
て
き
て
、
久
し
ぶ
り
に
会
っ
た
。
し
か
し
、
黙
爾
は
、「
宗
主
の
台

命
」
に
よ
り
、「
逗
留
わ
づ
か
に
数
時
間
」
で
、
北
方
ゴ
ン
ダ
地
方
へ
去
っ
た

と
い
う
。

翌
三
十
六
（
一
九
〇
三
）
年
一
月
、
王
舎
城(

マ
ガ
ダ
国
の
首
都

ラ
ー
ジ

ギ
ー
ル

釈
迦
布
教
の
地)

の
探
検
が
済
ん
だ
大
等
は
、
単
身
北
方
の
ベ
ッ
チ

ア
に
進
む
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
の
途
上
、
黙
爾
が
探
検
終
了
後
に
ベ
ナ
レ

ス
の
梵
語
大
学
に
進
む
予
定
だ
と
聞
い
て
い
た
の
で
、
帰
国
後
父
母
へ
の
報

告
上
の
都
合
と
、
一
方
ベ
ナ
レ
ス
の
聖
蹟(

鹿
野
苑

初
天
法
輪
の
地)

に
詣

し
た
い
希
望
も
あ
っ
た
の
で
、
途
中
バ
ン
キ
プ
ー
ル
か
ら
乗
り
換
え
て
ベ
ナ

レ
ス
に
行
き
、
梵
語
大
学
に
寄
っ
て
話
を
聞
い
た
後
、
バ
ン
キ
プ
ー
ル
に
引

き
返
し
た
。

同
じ
頃
、
黙
爾
と
井
上
弘
圓
は
、
舎
衛(
コ
ー
サ
ラ
国
の
首
都

サ
ラ
バ
ス

テ
ィ
・
マ
ヘ
ッ
ト

常
住
の
地

祇
園
精
舎
が
あ
っ
た)

と
迦
琵
羅
衛
（
カ
ピ

バ
ラ
ス
ト
ゥ

釈
迦
が
出
家
ま
で
育
っ
た
地
）と
の
故
址
を
踏
査
す
る
任
務
、

大
等
は
単
身
、
拘
尸
那
掲
羅(

ク
シ
ナ
ガ
ラ

釈
迦
涅
槃
の
地)

の
故
址
発
見

と
い
う
任
務
に
あ
り
、
互
い
に
三
百
哩
も
隔
て
て
い
た
。
こ
の
両
方
面
の
探

検
は
、「
何
れ
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
南
に
拡
が
つ
て
居
る
漠
々
無
尽
の
タ
ラ
イ
尼
波

羅(

引
用
者
注

ネ
パ
ー
ル)

の
深
林
中
を
踏
査
す
べ
き
任
務
で
あ
つ
て
、
気

候
、
猛
獣
、
毒
蛇
其
他
く
さ
く
さ
の
故
障
の
あ
る
処
」
と
あ
り
、
危
険
な
調

査
で
あ
っ
た
。
ネ
パ
ー
ル
、
タ
ラ
イ
地
方
に
は
、
釈
迦
生
誕
の
地
、
ル
ン
ビ

ニ
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
地
は
、
い
ず
れ
も
イ
ン
ド
北
部
の
ネ
パ
ー
ル
国
境
近
く
、
お
よ

び
ネ
パ
ー
ル
に
あ
る
釈
迦
の
聖
地
で
あ
る
。
調
査
に
当
た
っ
て
ネ
パ
ー
ル
の

国
王
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
を
得
る
と
い
う
難
事
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
「
地
理

の
便
利
上
」
大
等
の
責
任
に
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
を
得
る
の
に
約
一
ヶ
月
を

費
や
し
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
井
上
・
黙
爾
に
再
会
す
る
た
め
、
ゴ
ラ
ク
プ

ー
ル
に
行
き
、
駅
舎
で
待
っ
て
い
る
と
、
翌
日
つ
ま
り
三
十
六
年
三
月
四
日

午
後
四
時
半
、
黙
爾
が
井
上
・
本
多
と
共
に
帰
っ
て
き
た
。
こ
れ
が
第
二
回

目
の
遭
遇
で
あ
る
。
再
会
を
喜
び
合
っ
た
の
も
つ
か
の
間
、
翌
三
月
五
日
、

午
後
の
汽
車
で
、
大
等
と
本
多
は
カ
ル
カ
ッ
タ
へ
、
黙
爾
と
井
上
は
舎
衛
国

の
故
址
探
索
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
出
立
し
た
。
こ
れ
が
イ
ン
ド
で
の
最
後
の

別
れ
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
黙
爾
は
別
れ
の
と
き
「
流
石
に
兄
も
催
す
涙
に

目
を
し
ば
た
た
き
つ
つ
告
別
の
握
手
を
し
た
」
と
い
う
。
こ
れ
が
今
生
の
別

れ
と
な
っ
た
。

５
、
釈
迦
聖
地
探
検
の
実
態

釈
迦
の
聖
地
は
い
ず
れ
も
僻
地
に
あ
り
、
踏
査
に
困
難
を
極
め
た
と
思
わ

れ
る
。
そ
の
状
況
の
一
端
を
、『
紫
風
全
集
』
所
載
の
黙
爾
の
手
記
「
印
度
雑

感
」
か
ら
見
て
お
き
た
い
。

黙
爾
は
、
一
九
〇
二
年
の
年
末
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
陸
路
を
や
っ
て

き
た
光
瑞
一
行
と
合
流
し
て
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
・
パ
キ
ス
タ
ン
・
イ
ン
ド

国
境
を
探
索
し
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
様
子
は
、「
印
度
雑
感
」
の
「
其
十
三
」・

「
其
十
四
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
〇
二
年
十
二
月
二
十
一
日
夜
の
手
記
─
「
印
度
雑
感
」(

ワ)

其
十
三

★
光
瑞
の
一
行
に
分
か
れ
た
薗
田
と
黙
爾
は
、
二
夜
を
ベ
シ
ャ
ワ
ラ
に
明

か
し
て
ト
ン
ガ
と
い
う
馬
車
で
半
日
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
領
域
を
越
え
る

事
六
哩
、
ア
フ
ガ
ン
国
境
の
コ
ー
ハ
ッ
ト
に
到
着
。
ｐ
391
～
ｐ
394
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サ
ラ
イ
か
ら
即
ち
タ
キ
シ
ラ
の
古
跡
調
査
を
終
へ
て
、
ピ
ン
ド
、
ダ

ダ
ン
、
カ
ン
、
キ
ウ
ラ
等
の
地
方
を
経
、
更
に
サ
ル
ト
、
レ
ー
ン
ヂ(

鹽

山)
の
険
阻
を
越
え
候
。

行
き
し
と
き
は
駱
駝
に
乗
り
候
、
あ
ん
ま
り
気
持
の
よ
き
物
に
て
は

こ
れ
な
く
候
、帰
り
は
騾
馬
、「
ア
ブ
ミ
」こ
れ
な
く
大
難
渋
を
極
め
候
、

而
も
其
日
の
行
路
三
十
二
哩
、
而
も
夜
に
入
り
て
月
な
く
、
星
の
光
を

便
り
に
、
サ
ル
ト
、
レ
ー
ン
ヂ
を
越
え
し
苦
し
さ
、
足
は
痛
む
、
寒
さ

は
身
に
し
む
、
何
処
ま
で
行
つ
て
も
山
又
山
、
馬
も
疲
れ
て
早
く
進
ま

ず
、
こ
の
折
の
難
義
、
知
る
人
ぞ
知
る
と
申
す
よ
り
外
な
く
候
。

人
馬
共
に
疲
れ
て
、
泣
か
ん
に
泣
か
れ
ず
、
と
ぼ
と
ぼ
と
峠
を
下
る

折
し
も
、遙
か
に
キ
ウ
ラ
の
町
の
火
光
一
点
を
認
め
し
と
き
の
嬉
し
さ
、

ア
ヽ
こ
の
折
の
愉
快
、
こ
も
ま
た
、
都
人
に
は
よ
も
知
る
こ
と
出
来
ま

じ
と
存
じ
候
。
馬
に
跨
が
り
し
は
午
前
八
時
、
馬
を
下
り
し
は
午
後
十

時
、暫
時
の
間
は
腰
が
抜
け
た
様
に
て
、足
に
感
覚
こ
れ
な
く
候
ひ
し
、

ア
ヽ
げ
に
疲
れ
候
ぞ
か
し
。(

傍
線
引
用
者)

一
九
〇
二
年
十
二
月

「
印
度
雑
感
」（
カ
）
其
十
四

ｐ
395

其
後

新
猊
下
の
御
場
所
を
本
営
と
し
て
、
薗
田
氏
と
共
に
、
諸
処

を
流
浪
な
し
、
随
分
と
困
難
な
目
に
逢
ひ
し
代
り
に
、
生
涯
と
て
も
行

く
こ
と
叶
は
ざ
る
処
に
、
参
る
を
得
し
は
、
望
外
の
幸
と
悦
び
居
候
。

カ
シ
ュ
ミ
ア
の
洞
穴
を
、
探
検
の
と
き
は
、
嶮
岩
絶
壁
を
上
る
こ
と

約
五
哩
、
一
歩
を
誤
れ
ば
忽
ち
身
は
千
仞
の
谷
に
陥
り
て
粉
微
塵
と
な

ら
ね
ば
な
ら
ぬ
怖
ろ
し
さ
、
道
は
殆
ど
な
く
、
岩
よ
り
岩
へ
と
攀
り
申

候
、
し
か
も
靴
に
て
。

こ
の
日
乗
馬
殆
ど
一
日
、
行
程
約
二
十
哩
、
翌
日
も
疲
労
御
推
察
下

さ
れ
た
く
候
。

「
タ
キ
シ
ラ
」
は
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
パ
ン
ジ
ャ
ブ
州
に
あ
る
、
紀
元
前
六
世

紀
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
、
ガ
ン
ダ
ー
ラ
時
代
に
始
ま
る
古
跡
で
、
ヴ
ェ
ー
ダ
ン

タ
学
派
、
イ
ン
ド
仏
教
の
中
心
地
と
さ
れ
る
。
一
九
八
〇
年
に
世
界
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
い
る
。「
カ
シ
ミ
ア
の
洞
穴
」
と
は
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
脈
の
麓
に
あ

る
、
ア
マ
ー
ナ
ス
洞
窟
寺
院
を
指
す
か
と
思
わ
れ
る
。
標
高
三
七
〇
〇
メ
ー

ト
ル
の
高
地
に
あ
り
、
現
代
の
探
索
に
お
い
て
も
危
険
な
場
所
と
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
叙
述
か
ら
古
跡
探
索
が
、
山
岳
地
帯
を
歩
き
回
る
困
難
な
踏

査
で
あ
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
九
〇
三
年
に
入
る
と
、
探
索
は
ネ
パ
ー
ル
・
イ
ン
ド
の
国
境
近
く
の
、

釈
迦
誕
生
の
地
、
終
焉
の
地
な
ど
釈
迦
の
聖
地
探
索
に
移
る
。

一
九
〇
二
年
十
二
月
三
十
一
日

「
印
度
雑
感
」(

ヨ)

其
十
五

ｐ
397

★
十
二
月
二
十
四
日
に
大
等
に
会
っ
て
三
十
分
ほ
ど
話
し
た
後
、
黙
爾
は

再
び
午
後
十
一
時
三
十
二
分
出
立
、
バ
ー
ラ
イ
チ
駅
に
到
着
。

ニ
ポ
ー
ル
、
ガ
ン
ジ
ュ
と
申
す
処
に
は
、
今
ま
で
、
一
度
も
人
の
往

つ
た
こ
と
の
な
い
、
森
々
た
る
大
藪(

ジ
ャ
ン
グ
ル)

が
あ
る
の
で
、
今

度
僕
等
の
其
処
に
行
く
目
的
は
、
新
門
様
の
御
命
令
で
、
舎
衛
国
、
祇

園
精
舎
等
の
古
跡
、
又
は
、
阿
育
大
王
の
建
て
ら
れ
た
、
石
柱
で
も
発

見
し
や
う
と
い
ふ
の
で
、
多
分
其
大
藪
を
切
り
開
か
ね
ば
な
る
ま
い
か

と
思
ひ
ま
す
。
其
大
藪
の
中
に
は
虎
も
居
る
し
、
蛇
も
居
睡
を
し
て
居

や
う
し
、随
分
危
険
な
処
だ
さ
う
で
ご
ざ
い
ま
す
、固
よ
り
其
処
に
は
、

一
ヶ
月
餘
も
居
る
予
定
故
、
天
幕
の
中
で
、
奇
天
烈
な
生
活
を
す
る
よ
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り
外
は
な
い
の
で
す
。

一
九
〇
三
年
三
月
二
十
二
日

「
印
度
雑
感
」(

ナ)

其
二
十
一

p

413

ニ
ポ
ー
ル
、
ガ
ン
ジ
ュ
の
木
挽
工
場
の
支
配
人
エ
ネ
バ
ー
氏(

英
人)

と
い
ふ
人
の
親
切
で
、
天
幕
や
ら
巡
査
や
ら
象
を
貸
し
て
下
す
っ
た
の

で
、
私
共
は
一
定
の
処
に
天
幕
を
張
り
毎
日
象
に
乗
っ
て
は
林
の
中
に

分
け
入
つ
た
り
、
川
を
渡
つ
た
り
し
て
、
い
ろ
い
ろ
手
を
尽
く
し
て
捜

索
し
た
の
で
し
た
が
、
舎
衛
国
の
旧
跡
ら
し
い
も
の
は
発
見
す
る
こ
と

が
出
来
な
か
っ
た
の
は
実
に
何
と
も
何
と
も
、
残
念
の
至
り
に
た
へ
な

い
の
で
す
。(

中
略)

夫
に
し
て
も
、
一
千
年
以
上
、
何
処
に
も
あ
る
や
ら
分
ら
な
い
も
の

を
、
探
す
の
で
す
か
ら
、
大
に
困
難
な
事
業
で
す
。

『
紫
風
全
集
』
冒
頭
の
グ
ラ
ビ
ア
に
は
、
こ
の
時
撮
影
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る

写
真
が
一
枚
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
中
に
立
つ
壊
れ
た
石
柱
を

写
し
た
も
の
で
、
そ
の
裏
書
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

明
治
三
十
六
年
三
月
二
日
、
清
水
故
黙
爾
、
宗
主
の
台
命
を
奉
じ
、

本
多
恵
隆
井
上
弘
圓
二
君
と
共
に
、
印
度
尼
波
羅
国
タ
ラ
イ
深
林
に
入

り
、
大
釈
迦
牟
尼
仏
降
誕
の
故
址
、
ル
ミ
ン
デ
ィ
ー
に
詣
し
、
並
に
達

磨
阿
育
大
帝
の
建
設
し
た
る
記
念
石
柱
を
検
す
、
本
多
恵
隆
君
之
を
撮

影
す
、
此
図
即
是
な
り
、
図
中
最
右
側
に
立
て
る
も
の
は
清
水
故
黙
爾

な
り

こ
れ
ら
の
探
検
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
写
真
等
資
料
の
公
表
は
、
後
述
す
る

よ
う
に
、
光
瑞
の
命
に
よ
っ
て
大
々
的
に
計
画
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し

か
も
、
そ
の
編
集
に
大
等
は
尽
力
し
て
い
る
。

大
等
自
身
の
、
探
検
の
際
の
苦
労
を
語
っ
た
公
的
な
文
章
は
見
当
た
ら
な

い
。
弟
子
の
白
井
成
允
が
著
し
た
島
地
の
伝
記
『
島
地
大
等
和
上
行
実
』（
注

10)

に
お
い
て
、
白
井
は
、
師
の
「
御
旅
行
の
詳
細
と
御
探
検
の
成
績
と
は

今
よ
く
知
ら
れ
な
い
」
と
し
な
が
ら
、
島
地
の
語
っ
た
こ
と
を
、
次
の
よ
う

に
紹
介
し
て
い
る
。

和
上
は
屡
ば
ア
ジ
ャ
ン
タ
窟
の
雄
大
な
る
結
構
を
語
つ
た
、
而
も
之

を
語
る
ご
と
に
少
く
と
も
二
三
世
紀
を
閲
し
て
始
め
て
能
く
成
さ
れ
た

で
あ
ら
う
此
の
大
工
芸
の
何
処
に
も
一
人
の
作
者
の
名
も
刻
ま
れ
て
な

い
こ
と
を
注
意
し
て
仏
法
の
無
我
の
精
神
を
讃
嘆
せ
ら
れ
た
。
ま
た
和

上
は
時
と
し
て
鰐
魚
の
群
の
辺
を
土
人
の
丸
木
舟
に
身
を
托
し
て
ガ
ン

ダ
ッ
ク
河
を
渡
つ
た
と
き
の
恐
ろ
し
さ
を
語
つ
た
、
象
の
背
に
乗
つ
て

二
三
の
土
人
に
案
内
さ
せ
て
タ
ラ
イ
ニ
ポ
ー
ル
の
深
き
林
に
分
け
入
つ

た
と
き
、
或
は
夜
半
野
猪
の
群
が
嵐
の
如
く
狂
奔
し
て
天
幕
の
側
を
過

ぎ
た
と
き
の
も
の
凄
さ
を
語
つ
た
、
最
後
に
い
よ
い
よ
ク
シ
ナ
ー
ラ
な

る
仏
陀
入
滅
の
聖
跡
を
見
出
さ
う
と
決
心
し
て
人
も
無
き
深
き
林
を
分

け
て
十
幾
日
を
進
ん
だ
と
き
の
こ
ゝ
ろ
さ
び
し
さ
を
語
つ
た
、
そ
の
淋

し
さ
の
最
中
に
行
李
の
底
か
ら
新
聞
紙
の
小
さ
い
断
片
を
見
出
し
て
久

し
ぶ
り
で
母
国
語
に
あ
ひ
得
た
と
き
の
嬉
し
さ
─
あ
ま
り
に
あ
ま
り
に

嬉
し
く
て
く
り
か
へ
し
く
り
か
へ
し
其
を
読
み
遂
に
は
暗
記
し
て
し
ま

つ
て
も
其
を
離
す
こ
と
が
で
き
ず
と
う
と
う
其
を
呑
み
込
ん
で
し
ま
つ

た
程
に
こ
ゝ
ろ
さ
び
し
く
は
か
な
か
つ
た
と
き
、
然
し
ま
さ
に
其
の
と

き
忽
然
と
し
て
胸
の
奥
に
「
仏
わ
れ
と
共
に
在
り
矣
」
と
い
ふ
声
を
聞

い
て
即
ち
た
ゞ
ち
に
こ
よ
な
き
安
住
を
得
、
そ
れ
か
ら
は
も
う
今
ま
で

の
さ
び
し
さ
か
ら
離
れ
て
静
か
に
事
に
従
ひ
得
た
、
そ
し
て
動
も
す
れ

- 30 -



ば
生
命
の
危
険
に
陥
ら
う
と
す
る
や
う
な
極
め
て
困
難
な
る
一
切
の
事

情
に
う
ち
克
ち
て
遂
に
仏
入
涅
槃
の
聖
跡
を
探
る
べ
き
旅
を
全
う
す
る

こ
と
が
能
き
た
と
も
語
つ
た
、

大
等
の
探
検
の
一
端
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら

を
見
れ
ば
、
大
等
が
、
困
難
な
聖
蹟
探
検
の
様
子
を
普
段
周
囲
に
語
っ
て
い

た
様
を
想
像
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
そ
し
て
、
黙
爾
・
大
等
の
探
検
談
か

ら
は
、
若
き
僧
侶
達
が
困
難
な
聖
地
探
検
の
過
程
で
得
た
そ
れ
ぞ
れ
の
仏
の

心
象
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

６
、
印
度
仏
蹟
調
査
へ
の
情
熱
の
あ
り
か

印
度
仏
蹟
踏
査
は
あ
る
意
味
無
謀
と
も
い
え
る
困
難
な
事
業
で
あ
っ
た
が
、

黙
爾
の
手
記
を
見
る
と
、
全
体
に
高
揚
し
た
気
分
が
満
ち
溢
れ
て
悲
惨
さ
は

薄
い
。
特
に
、
メ
ン
バ
ー
一
行
は
、
同
門
の
同
窓
生
で
あ
り
、
親
戚
同
士
の

者
も
多
く
、
信
仰
の
原
点
を
極
め
る
と
い
う
共
通
の
目
的
を
持
っ
た
極
め
て

強
い
絆
で
つ
な
が
れ
た
同
胞
の
集
ま
り
で
あ
り
、
困
難
な
旅
程
に
も
強
い
達

成
感
を
感
じ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

そ
の
踏
査
を
支
え
て
い
た
の
は
、
原
典
主
義
、
現
地
主
義
と
も
言
え
る
信

仰
追
究
の
情
熱
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
玄
奘
、
法
顕
の
跡
を
辿
り
、
仏
教
誕
生

の
原
点
を
歩
き
た
い
と
い
う
聖
地
巡
礼
の
情
熱
で
あ
る
。
言
わ
ば
、
そ
れ
は

修
行
の
一
形
態
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

黙
爾
が
、
文
学
寮
時
代
か
ら
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
の
勉
学
を
志
し
て
い
た

こ
と
は
前
述
の
通
り
で
あ
る(

三
を
参
照)

。
そ
の
情
熱
は
、
印
度
渡
航
後
も

変
わ
る
こ
と
な
く
、
一
貫
し
て
い
た
。
大
等
は
、
追
悼
文
を
、
黙
爾
の
勉
学

の
志
望
を
述
べ
た
書
簡
の
引
用
で
締
め
く
く
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
黙
爾

は
「
梵
語
、
印
度
語
、
波
斯
語
、
ア
ラ
ブ
、
ア
フ
ガ
ン
書
」
を
研
究
し
尽
く

せ
ば
「
遺
憾
な
き
に
近
か
ら
ん
」
が
、
そ
こ
ま
で
は
手
が
回
り
か
ね
る
の
で
、

自
分
が
重
き
を
置
く
の
は
梵
語
で
あ
り
、
こ
れ
に
力
を
注
き
た
い
と
し
、
そ

の
た
め
に
梵
語
大
学
の
「
文
典
科
」
に
入
学
し
、
梵
書
を
自
由
に
読
め
る
よ

う
に
し
た
い
と
い
う
希
望
を
述
べ
て
い
る
。
こ
の
科
で
は
、「
梵
語
文
典
の
組

織
を
聞
き(

教
科
書
に
つ
き)

其
と
共
に
傍
課
と
し
て
哲
学
も
研
究
が
出
来

る
」
か
ら
だ
と
し
て
い
る
。
こ
こ
を
優
等
で
卒
業
し
た
「
ス
プ
ー
ナ
氏
」(

Ｄ
・

Ｂ
・
ス
プ
ー
ナ
ー

ア
メ
リ
カ
人
の
梵
語
学
者
。
一
九
〇
一
年
ま
で
高
輪
仏

教
学
院
で
二
年
間
教
鞭
を
と
っ
た
。
こ
の
と
き
に
は
梵
語
大
学
の
学
生
。)

に
薦
め
ら
れ
た
と
も
し
て
い
る
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
教
科
に
「
吠
陀
の
文

典
を
ふ
く
み
居
ら
ざ
る
に
や
聞
け
ど
、
其
研
究
の
精
粋
」
で
あ
る
こ
と
を
挙

げ
て
、
本
科
へ
の
入
学
を
志
す
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
の
意
志
は
固
く
、

こ
こ
を
卒
業
す
る
ま
で
は
、「
決
し
て
帰
朝
致
さ
ぬ
な
り
」
と
し
、
四
、
五
年

は
イ
ン
ド
に
い
る
こ
と
を
述
べ
、
も
し
そ
の
間
に
死
ぬ
こ
と
に
な
れ
ば
、「
喜

ん
で
印
度
の
土
と
な
ら
ん
と
す
」
と
し
て
い
る
。

彼
ら
の
梵
語
研
究
の
情
熱
に
は
並
々
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
、
そ
う
い
っ
た

仏
教
研
究
へ
の
尽
き
ざ
る
熱
意
を
大
等
も
共
有
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

前
掲
の
大
等
の
伝
記
『
島
地
大
等
和
上
行
実
』
に
掲
げ
ら
れ
た
ブ
ル
ー
ノ
・

ベ
ツ
ォ
ー
ル
ド
の
追
悼
文
「
余
の
知
れ
る
島
地
師
」(

注
11)

で
は
、
第
一
次

世
界
大
戦
の
頃
に
伝
教
大
師
に
つ
い
て
研
究
中
で
あ
っ
た
氏
が
そ
の
著
書

「
顕
戒
論
」
の
読
解
を
「
輔
導
し
得
る
唯
一
の
人
」
と
し
て
島
地
を
訪
ね
た

こ
と
が
、
そ
の
交
際
の
始
ま
り
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
、
島
地
の
仏
教
研
究

の
姿
勢
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
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氏
の
絶
え
ざ
る
探
求
的
精
神
に
真
実
の
住
み
家
を
与
へ
た
仏
教
の
哲
学

的
組
織
は
天
台
哲
学
で
あ
つ
た
。
即
ち
空
、
仮
、
中
の
三
諦
円
融
の
原

理
は
常
に
氏
の
思
想
に
顕
現
し
た
。
併
し
真
実
な
天
台
学
者
で
あ
る
氏

は
こ
の
思
考
的
形
式
を
さ
へ
決
し
て
究
極
の
も
の
と
考
へ
ら
れ
な
か
つ

た
。
氏
は
常
に
高
調
さ
れ
た
。「
真
実
在
の
最
高
な
る
形
式
を
越
え
て
尚

高
き
形
式
が
可
能
で
あ
る
」
と
。
故
に
氏
は
左
の
モ
ッ
ト
ー
を
持
っ
た

オ
イ
フ
ォ
リ
オ
ン
に
も
比
し
て
考
へ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。

「
い
よ
い
よ
高
く
私
は
登
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
い
よ
い
よ
遠
く
私
は
見
渡

さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。」(

傍
線
引
用
者)

こ
の
よ
う
に
、
島
地
が
仏
教
学
者
と
し
て
天
台
哲
学
に
対
し
て
「
一
定
不
変

の
忠
実
さ
」
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
方
、
宗
教
的

に
は
「
阿
弥
陀
仏
に
対
す
る
誠
実
な
信
者
」、「
真
宗
の
真
摯
な
僧
侶
で
あ
っ

た
」
と
も
し
て
お
り
、
島
地
が
真
宗
僧
侶
で
あ
る
一
方
、『
漢
和
対
照
妙
法
蓮

華
経
』
を
著
し
た
こ
と
の
一
端
を
語
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
い
っ
た
島
地
の
仏
教
へ
の
姿
勢
に
つ
い
て
は
、
前
掲
の
田
村
公
子
著

「
島
地
大
等
が
宮
沢
賢
治
に
与
え
た
影
響
」(

注
12)

に
お
い
て
も
、
大
等
が

論
文
「
法
華
大
意
」(

一
九
一
四)

に
お
い
て
法
華
経
理
解
に
お
け
る
日
蓮
の

業
績
を
高
く
評
価
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、
梅
原
猛
が
、
島

地
大
等
の
「
隠
さ
れ
た
信
仰
」
と
し
て
「
法
華
経
信
仰
」、「
日
蓮
信
仰
」
を

指
摘
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
氏
の
仏
教
学
者
と
し
て
の
研
究
方
法
、
立
場
に
つ
い
て
、
島
地

の
伝
記
『
島
地
大
等
和
上
行
実
』
の
復
刻
版
の
解
説
者
、
山
内
舜
雄
は
、
木

村
泰
賢
の
文
章(

『
現
代
仏
教
』
四
十
一
号)

か
ら
「
大
学
に
於
て
師
の
専
ら

担
任
さ
れ
た
所
は
日
本
仏
教
の
歴
史
的
研
究
を
主
と
し
、
か
ね
て
天
台
・
華

厳
・
密
教
等
に
渉
る
漢
文
古
典
の
評
釈
で
あ
っ
た
。」と
い
う
一
節
を
挙
げ
て
、

島
地
の
学
者
と
し
て
の
位
置
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
の
後
で
、
山
内
は
、

「
今
日
か
ら
見
る
と
、
当
時
の
日
本
学
界
と
は
無
縁
の
、
自
由
な
一
外
国
人

ブ
ル
ノ
ー
・
ベ
ツ
ォ
ー
ル
ド
氏
の
島
地
評
こ
そ
、
師
の
人
間
像
の
正
鵠
を
得

て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
」
と
、
ベ
ツ
ォ
ー
ル
ド
の
文
章
を
評
価

し
て
い
る
。
ベ
ツ
ォ
ー
ル
ド
は
、
自
身
の
聞
き
書
き
か
ら
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る(

注
13)

。

氏
の
死
の
一
年
程
前
に
氏
は
私
に
か
う
し
た
事
を
打
ち
明
け
ら
れ
た
。

そ
れ
は
氏
の
不
治
の
病
ひ
と
他
の
理
由
と
の
た
め
に
、
氏
は
帝
国
大
学

に
於
て
教
授
と
な
る
見
込
み
が
な
い
。
従
っ
て
氏
は
さ
う
い
ふ
地
位
の

上
か
ら
大
き
い
勢
力
を
得
、
之
を
用
ひ
て
以
て
仏
教
学
者
を
養
成
し
出

す
と
い
ふ
や
う
な
機
縁
が
得
ら
れ
な
い
。
氏
は
云
は
れ
た
、「
だ
か
ら
私

は
そ
れ
と
は
別
の
道
、
即
ち
古
典
学
者
の
伝
承
的
経
路
を
辿
つ
て
、
少

数
の
選
ば
れ
た
弟
子
に
対
し
て
身
を
献
げ
、
私
の
提
供
し
得
る
最
上
の

も
の
を
伝
へ
る
様
に
決
心
し
た
の
で
す
。」
と
。(

傍
線
─
引
用
者)

こ
こ
に
は
、
若
き
頃
、
玄
奘
、
法
顕
の
跡
を
辿
っ
て
仏
蹟
を
踏
査
し
た
こ
ろ

か
ら
一
貫
し
て
変
わ
ら
ぬ
仏
教
研
究
に
つ
い
て
の
、
原
点
回
帰
的
な
姿
勢
が

あ
る
と
言
え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

７
、
仏
蹟
探
検
成
果
の
公
表
─
写
真
・
将
来
品
・
図
録
に
つ
い
て

イ
ン
ド
か
ら
帰
国
し
た
後
の
島
地
は
ど
の
よ
う
に
し
て
、
盛
岡
の
願
教
寺

に
就
任
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

前
掲
の
片
山
章
雄
の
論
文
に
お
い
て
は
、
大
谷
探
検
隊
の
探
検
成
果
の
公

表
に
つ
い
て
、
資
料
に
記
載
さ
れ
た
事
実
を
追
い
な
が
ら
の
詳
細
な
記
述
が
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あ
る
。
一
九
〇
三(

明
治
三
十
六)

年
三
月
か
ら
九
月
の
間
に
、
第
一
次
大
谷

探
検
隊
の
イ
ン
ド
隊
員
、
東
南
ア
ジ
ア
・
中
国
踏
査
者
の
う
ち
、
直
接
帰
っ

た
者
は
す
べ
て
帰
国
し
た
と
い
う
（
こ
れ
と
は
別
行
程
を
辿
っ
た
新
疆
隊
は

天
山
南
路
の
庫
車
方
面
を
探
索
し
た
渡
辺
哲
信
・
堀
賢
雄
の
二
名
。
渡
辺
は

一
九
〇
四
年
五
月
の
帰
国
）。
そ
の
間
一
九
〇
三
年
三
月
二
十
五
日
に
、
光
瑞

が
探
索
の
成
果
公
表
に
つ
い
て
の
直
喩
を
出
す
と
と
も
に
、
四
月
に
は
大
著

述
の
公
刊
を
予
告
、
五
月
五
日
の
法
要
中
に
数
百
名
の
関
係
者
に
発
掘
物
、

将
来
品
や
写
真
・
拓
本
類
の
陳
列
公
表
を
し
て
い
る
と
い
う
。
そ
れ
に
続
い

て
随
行
者
の
手
記
等
の
発
表
が
次
々
行
わ
れ
た
、
大
等
も
「
錫
崙
に
在
り
し

六
日
間
の
日
記
」(

『
六
條
学
報
』
二
十
四
号

明
治
三
十
六
年
九
月
十
八
日)

を
発
表
し
て
い
る
。

片
山
が
注
目
さ
れ
る
と
し
て
言
及
し
て
い
る
も
の
に
、
五
月
下
旬
か
ら
大

谷
家
別
邸
が
あ
っ
た
須
磨
の
月
見
山
の
テ
ン
ト
で
開
始
さ
れ
た
「
仏
蹟
巡
拝

記
編
纂
」
が
あ
り
、
そ
の
編
纂
係
と
し
て
挙
げ
ら
れ
た
二
〇
名
の
随
行
者
の

内
に
大
等
も
名
前
を
連
ね
て
い
る
。
さ
ら
に
、
黙
雷
が
八
月
十
九
日
に
テ
ン

ト
の
編
纂
部
を
訪
問
、
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
と
き
帰
国
し
た
大
等
と
会

い
、
翌
二
十
日
に
藤
井
宣
正
の
遺
骨
を
迎
え
、
二
十
一
日
に
実
子
黙
爾
の
訃

報
を
東
京
か
ら
の
電
報
で
知
っ
た
と
い
う
。
八
月
十
七
日
に
は
、
大
等
は
京

都
滞
在
中
に
「
錫
蘭
日
記
」
を
抄
録
し
て
同
窓
会
誌
に
投
稿(

前
掲)
。
彼
岸

の
後
に
は
編
纂
部
テ
ン
ト
を
除
い
て
生
活
用
等
の
テ
ン
ト
が
引
き
払
わ
れ
る

予
定
だ
っ
た
と
い
う
。

片
山
は
、
さ
ら
に
、
翌
一
九
〇
四
年
一
月
、
本
願
寺
室
内
部
（
本
多
恵
隆

代
表
）
の
名
で
刊
行
さ
れ
た
『
印
度
撮
影
帖
』
に
つ
い
て
、
そ
の
編
纂
に
は

「
大
等
の
尽
力
が
大
き
く
、
大
等
と
と
も
に
一
本
を
賜
っ
た
黙
雷
は
、
前
年

十
二
月
に
大
等
が
光
瑞
の
命
を
受
け
編
集
に
従
事
し
た
こ
と
を
記
し
た
」（
一

九
〇
七
年
九
月
十
七
日
『
紫
風
全
集
』
四
八
〇
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ

の
よ
う
に
、
イ
ン
ド
隊
の
成
果
は
、
大
等
の
編
集
に
よ
っ
て
『
印
度
撮
影
帖
』

に
ま
と
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。『
印
度
撮
影
帖
』
は
、
現
在
国
会
図
書
館

の
デ
ジ
タ
ル
資
料
と
し
て
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
に
は
、「
明
治
三
十
七

年
一
月

光
瑞
」
の
巻
頭
言
、「
解
説
関
係
略
地
図
」、「
目
次
」
と
続
き
、
探

索
地
が
第
一
か
ら
第
四
十
八
ま
で
挙
げ
ら
れ
、
写
真
付
き
で
解
説
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
に
は
、
前
述
の
黙
爾
の
手
記
に
登
場
し
た
、
イ
ン
ド
と
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
国
境
の
附
近
や
、
パ
ツ
ー
ル
氷
河
、
カ
シ
ミ
ー
ル
国
の
ス
リ
ナ
ガ
ル
、

「
藍
毘
尼
園
阿
育
王
ノ
石
柱
」、
ベ
ナ
レ
ス
の
「
鹿
野
苑
ノ
古
塔
」、
仏
陀
伽

耶
の
大
塔
、
そ
こ
に
生
え
る
菩
提
樹
の
他
、「
鷲
峯
聖
蹟
」
の
「
説
法
華
経
塔

址
」
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
、
峨
々
た
る
山
並
み
、
古
い
仏
塔

な
ど
の
画
像
で
あ
り
、
厳
し
い
探
検
の
実
態
を
う
か
が
わ
せ
る
に
足
る
も
の

で
あ
る
。
こ
の
図
録
は
大
等
・
黙
雷
が
一
本
を
賜
っ
た
と
あ
り
、
願
教
寺
に

あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
大
等
が
願
教
寺
で
夏
季
仏
教
講

習
会
を
開
く
こ
と
に
な
る
の
は
一
九
〇
八
年
で
、
そ
の
講
習
会
の
中
で
、
釈

迦
の
聖
蹟
を
実
見
し
た
際
の
話
を
交
え
な
が
ら
の
講
話
が
あ
っ
た
こ
と
は
推

測
に
難
く
な
い
。

な
お
、
前
掲
の
島
地
の
伝
記
に
よ
れ
ば
、
仏
蹟
探
検
の
成
績
を
整
理
し
た

後
、
一
九
〇
四(

明
治
三
十
七)

年
・
一
九
〇
五
年
の
二
年
間
、
島
地
は
比
叡

山
に
入
り
、「
学
道
の
辿
り
に
沈
潜
し
た
ま
う
た
」
と
言
う
。
一
九
〇
六(

明

治
三
十
九)

年
一
月
、
三
十
二
歳
の
と
き
上
京
、
学
僧
と
し
て
の
生
活
を
始
め

る
と
共
に
、
東
京
の
諸
大
学
に
お
い
て
続
く
五
年
間
に
亘
る
仏
教
学
の
講
義

を
開
始
し
た
。
そ
の
間
、
一
九
〇
七(

明
治
四
十)

年
四
月
三
日
に
、
島
地
黙
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雷
の
息
女
篤
子
と
結
婚
。
同
年
十
月
、
大
阿
闍
梨
位
を
享
け
た
。
そ
の
年
の

夏
か
ら
、
願
教
寺
で
の
夏
季
仏
教
講
習
会
が
開
か
れ
、
そ
の
後
一
九
一
一(

明

治
四
十
四)

年
、
十
五
歳
の
賢
治
も
そ
の
講
話
を
聴
く
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

８
、
新
疆
隊
の
こ
と
─
天
山
南
路
の
仏
教
の
地
、
そ
の
遺
蹟
に
つ
い
て

第
一
次
大
谷
探
検
隊
の
う
ち
、
イ
ン
ド
隊
と
分
か
れ
て
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂

漠
を
縦
断
し
て
中
国
踏
査
に
向
か
っ
た
の
が
新
疆
隊
で
あ
る
。
こ
の
探
検
の

実
態
に
つ
い
て
詳
細
な
報
告
を
し
た
の
は
、
白
須
浄
眞
著
『
忘
れ
ら
れ
た
明

治
の
探
険
家

渡
辺
哲
信
』(
注
14)

、
お
よ
び
『
大
谷
探
検
隊
と
そ
の
時
代
』

(

前
掲
書

注
９
参
照)

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
陸
路

を
進
ん
だ
光
瑞
一
行
の
う
ち
、
渡
辺
哲
信
、
堀
賢
雄
は
、
タ
シ
ュ
ク
ル
ガ
ン

で
一
行
と
別
れ
た
後
、
ホ
ー
タ
ン
で
計
画
を
練
り
、
ヘ
デ
ィ
ン
が
遭
難
し
て

生
死
の
境
を
さ
ま
よ
っ
た
タ
ク
ラ
マ
カ
ン
砂
漠
の
バ
ク
セ
ム
を
越
え
て
、
遂

に
欧
州
の
学
者
が
到
達
で
き
な
か
っ
た
古
代
の
仏
教
の
地
、
庫
車
を
目
指
す

こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
、
世
界
で
初
め
て
庫
車
に
至
り
、
キ
ジ
ル
千
仏
洞
、

ク
ム
ト
ラ
千
仏
洞
等
の
発
掘
調
査
を
行
っ
た
。庫
車
は
、法
華
経
の
漢
訳
者
、

鳩
摩
羅
什
の
故
郷
と
さ
れ
る
、
三
世
紀
頃
の
仏
教
、
音
楽
の
都
で
あ
る
。
そ

の
際
の
将
来
品
と
し
て
、「
菩
薩
頭
部
塑
像
」(

ク
ム
ト
ラ
千
仏
洞
、
七~

八
世

紀

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵)

、「
舎
利
容
器
」(

ス
バ
シ
出
土
、
六~
七
世
紀

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵)

が
あ
る
。

前
者
の
菩
薩
頭
部
に
つ
い
て
、
白
須
は
前
掲
書
『
大
谷
探
検
隊
と
そ
の
時

代
』
で
言
及
し
て
い
る(

注
15)

。
こ
の
菩
薩
頭
部
を
木
下
杢
太
郎
が
ス
ケ
ッ

チ
し
、
そ
れ
を
斎
藤
茂
吉
が
歌
集
『
赤
光
』(

一
九
一
三
・
大
正
二
年)

の
扉

に
掲
載
し
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
杢
太
郎
の
ス
ケ
ッ
チ
は
、
一
九
一
〇(

明
治

四
十
三)

年
に
『
三
田
文
学
』
に
掲
載
し
た
も
の
で
、
杢
太
郎
は
、
そ
の
年
の

春
に
京
都
帝
室
博
物
館
に
展
示
さ
れ
た
も
の
を
見
た
と
の
こ
と
で
、
大
谷
光

瑞
寄
贈
の
「
支
那
ト
ル
キ
ス
タ
ン
庫
車
内
ト
ン
グ
ス
バ
ス
発
掘
」
の
も
の
と

い
う
解
説
を
付
し
て
い
る
と
い
う
。
大
谷
探
検
隊
の
将
来
品
が
、
当
時
の
芸

術
家
に
与
え
た
影
響
が
垣
間
見
ら
れ
る
指
摘
で
あ
る
。
賢
治
に
も
、
菩
薩
頭

部
の
ス
ケ
ッ
チ
が
あ
る
。

ま
た
、
賢
治
の
作
品
と
の
関
連
性
を
言
え
ば
、「
雁
の
童
子
」
と
の
関
連
が

考
え
ら
れ
る
、
第
三
次
隊
の
橘
瑞
超
が
将
来
し
た
「
有
翼
天
使
像
」(

ミ
ー
ラ

ン
出
土

三
世
紀

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵)

も
あ
る
。

こ
れ
ら
の
将
来
品
は
、
池
澤
夏
樹
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、『
西
域
考
古

図
譜
』(

香
川
黙
識
編

国
華
社

一
九
一
五
年)

に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
現
在
国
立
情
報
学
研
究
所
の
「
デ
ィ
ジ
タ
ル
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

『
東
洋
文
庫
所
蔵
』
貴
重
書
ア
ー
カ
イ
ブ
」
と
し
て
見
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
中
に
、
ミ
ー
ラ
ン
発
掘
の
「
有
翼
天
使
像
」
の
写
真

も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
賢
治
の
西
域
幻
想
に
は
童
子
の
イ
メ
ー
ジ
が
度
々

現
れ
る
と
こ
ろ
に
特
徴
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
画
像
と
賢
治
の
作
品
と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
今
後
の
研
究
に
譲
る
。

９
、
賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
の
新
た
な
方
法

賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
は
、
短
歌
な
ど
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
ら

が
実
際
に
見
た
情
景
の
ス
ケ
ッ
チ
か
ら
形
成
さ
れ
る
も
の
か
ら
始
ま
っ
た
と

思
わ
れ
る
が
、
西
域
作
品
を
見
る
と
、
こ
れ
が
他
者
の
見
た
心
象
、
あ
る
い

は
何
ら
か
の
図
録
を
見
た
こ
と
か
ら
形
成
さ
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
は
、
賢
治
の
「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
」
の
形
成
過
程
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や
方
法
が
垣
間
見
ら
れ
、
興
味
深
い
。

(

秋
枝
美
保
担
当)

第
二
部
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
作
品
論

は
じ
め
に

「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
は
、
短
歌
「
640
け
は
し
く
も
／
刻
む
こ
ゝ
ろ
の
み

ね
み
ね
に
か
を
り
わ
た
せ
る

ほ
う
の
花
か
も
」「
６４１
こ
こ
は
こ
れ
／
惑
ふ

木
立
の
な
か
な
ら
ず
／
し
の
び
を
な
ら
ふ
／
春
の
道
場
」（〔
歌
稿
Ｂ
〕
「
大

正
六
年
七
月
よ
り
」）、
及
び
、
大
正
七
年
六
月
発
行
と
推
定
さ
れ
て
い
る｢

ア

ザ
リ
ア｣

六
号(

終
刊
号)

に
発
表
さ
れ
た
断
章
〔
峯
や
谷
は
〕
か
ら
三
回
の
推

敲
を
経
た
後
の
最
終
形
態
で
あ
り
、
賢
治
の
当
時
の
宗
教
観
を
描
い
た
作
品

で
も
あ
る
。
一
般
的
に
大
正
十
三
年
頃
に
執
筆
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
て
い

る
（
注
１
）。
本
作
品
は
、
筆
者
の
学
部
卒
業
論
文
で
取
り
上
げ
た
「
雁
の
童

子
」
と
同
じ
よ
う
に
「
西
域
異
聞
三
部
作
」
に
属
す
る
が
、
後
者
に
比
べ
る

と
、「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」は
童
話
と
し
て
、か
な
り
ス
ト
ー
リ
性
が
薄
れ
る
。

し
か
も
西
域
要
素
が
少
な
い
ゆ
え
に
、
賢
治
の
中
の
西
域
像
の
あ
り
方
を
究

明
す
る
ど
こ
ろ
か
、「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
の
作
品
か
ら
そ
の
創
作
意
図
を
掘

り
下
げ
る
こ
と
さ
え
難
解
な
作
業
で
あ
ろ
う
。
こ
こ
で
は
、
先
駆
形
で
あ
る

〔
峯
や
谷
は
〕
の
テ
ク
ス
ト
と
対
照
し
た
う
え
で
、
マ
グ
ノ
リ
ア
の
イ
メ
ー

ジ
や
作
品
の
成
立
背
景
を
探
る
と
い
う
こ
と
を
主
た
る
方
法
と
し
て
作
品
を

解
釈
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
。

１
、
マ
グ
ノ
リ
ア
の
花
の
イ
メ
ー
ジ

〔
峯
や
谷
は
〕
は
、
獣
が
通
る
と
い
う
想
像
も
伴
う
山
道
に
お
い
て
、
主

人
公
の
「
私
」
と
い
う
人
物
が
わ
ら
じ
の
底
を
抜
い
て
し
ま
っ
た
ほ
ど
の
険

し
い
峯
や
谷
を
歩
き
な
が
ら
、
雨
の
降
っ
た
日
に
茨
や
灌
木
の
中
で
ほ
お
の

花
が
一
斉
に
咲
い
た
、
と
い
う
素
朴
な
話
で
あ
る
。
そ
れ
を
下
敷
に
し
て
、

天
童
子
の
登
場
の
場
面
や
も
う
ひ
と
り
の
「
自
分
」
と
の
「
覚
者
の
善
」
に

ま
つ
わ
る
論
議
を
す
る
と
い
う
二
つ
の
シ
ー
ン
を
加
え
て
、「
マ
グ
ノ
リ
ア
の

木
」
テ
ク
ス
ト
が
展
開
さ
れ
て
い
く
。

こ
こ
で
特
筆
す
べ
き
は
、
賢
治
の
白
い
花
・
マ
グ
ノ
リ
ア(

あ
る
い
は
ほ
お

の
花)

へ
の
こ
だ
わ
り
で
あ
る
。

賢
治
は
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
の
中
で
、
マ
グ
ノ
リ
ア
の
花
を
真
っ
白
い

鳩
（
は
と
）
に
喩
え
て
い
る
。

「
サ
ン
タ
、
マ
グ
ノ
リ
ア
、

枝
に
い
っ
ぱ
い
ひ
か
る
は
な
ん
ぞ
。」

向
ふ
側
の
子
が
答
え
ま
し
た
。

「
天
に
飛
び
た
つ
銀
の
鳩
。」

こ
ち
ら
の
子
が
ま
た
う
た
ひ
ま
し
た
。

「
セ
ン
ト

マ
グ
ノ
リ
ア
、

枝
に
い
っ
ぱ
い
ひ
か
る
は
な
ん
ぞ
。」

「
天
か
ら
お
り
た
天
の
鳩
。」

モ
ク
レ
ン
属
の
中
で
花
が
一
見
し
て
鳩
に
見
え
る
の
は
、
そ
の
花
の
色
、
大

き
さ
、
姿
か
ら
し
て
コ
ブ
シ
で
あ
ろ
う
。
つ
ぼ
み
の
形
が
握
り
拳
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
コ
ブ
シ
と
い
う
名
前
が
由
来
し
、
そ
の
花
弁
は
白
色
で
六
個
、

三
個
の
萼
に
は
銀
色
の
軟
毛
が
密
生
し
て
い
る
。
毎
年
の
三
月
中
旬
に
他
の

花
に
先
駆
け
て
コ
ブ
シ
の
花
は
咲
き
始
め
、
ま
る
で
爛
漫
の
春
の
到
来
を
告

げ
る
よ
う
に
咲
き
誇
る
。
そ
れ
は
、
春
を
待
ち
わ
び
る
人
々
へ
の
天
か
ら
の

- 35 -



贈
物
で
あ
る
。
優
雅
な
芳
香
を
放
ち
な
が
ら
、
上
向
き
に
空
へ
向
か
っ
て
開

く
、
コ
ブ
シ
の
つ
ぼ
み
は
、
南
側
か
ら
ふ
く
ら
み
始
め
る
の
で
つ
ぼ
み
の
先

端
は
ほ
と
ん
ど
が
北
の
方
向
を
向
く
。
北
の
方
向
に
は
賢
治
の
故
郷
を
モ
チ

ー
フ
と
し
た
理
想
郷
の
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
が
あ
り
、
の
ち
に
亡
く
な
っ
た
妹
の

安
寧
を
確
か
め
、同
時
に
自
ら
の
信
仰
の
行
方
を
追
う
時
空
が
あ
る（
注
２
）。

マ
グ
ノ
リ
ア
と
い
う
言
葉
自
体
は
学
術
的
に
は
モ
ク
レ
ン
属
の
木
の
総
称

を
指
す
言
葉
で
あ
っ
て
、
種
類
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
賢
治
は
お
そ
ら
く

コ
ブ
シ
の
木
を
指
し
て
マ
グ
ノ
リ
ア
と
い
う
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
名
前
に
置
き

換
え
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、「
マ
グ
ノ
リ
ア
」の
仏
教
世
界
に
お
け
る
象
徴
的
な
意
味
に
つ
い
て
、

周
異
夫
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
（
注
３
）。

〈
マ
グ
ノ
リ
ア
〉
に
対
し
て
、「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
の
中
の
天
の
子

供
が
〈
サ
ン
タ
、
マ
グ
ノ
リ
ア
〉〈
セ
ン
ト
、
マ
グ
ノ
リ
ア
〉
と
歌
う
。

サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
お
い
て
、〈
寂
静
〉
が
「santa

」
と
読
む
の
で
、

〈
寂
静
〉
の
意
味
が
か
け
ら
れ
て
い
る
と
の
考
え
方
も
成
立
す
る
で
あ

ろ
う
が
、〈
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
は
寂
静
で
す
〉
の
表
現
を
考
え
る
と
、
一

理
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
よ
う
が
、
推
測
に
過
ぎ
な
い
で
あ
ろ
う
。〈
中

略
〉
そ
れ
は
聖
な
る
花
で
あ
り
、〈
寂
静
印
〉
で
あ
る
。
寂
静
印
は
仏
教

の
言
う
三
法
印
の
一
つ
で
あ
り
、
生
死
を
含
む
す
べ
て
の
煩
悩
か
ら
解

脱
さ
れ
た
絶
対
安
住
の
境
地
を
指
す
も
の
で
あ
る
。〈
マ
グ
ノ
リ
ア
〉
は

こ
の
よ
う
な
仏
教
の
言
う
絶
対
基
準
の
一
つ
で
あ
り
、
一
切
の
生
物
を

安
楽
浄
土
へ
導
く
真
理
で
あ
る
。

周
は
、
さ
ら
に
「
サ
ン
タ
」
＝
「santa

」
と
い
う
言
葉
の
出
典
は
キ
リ
ス

ト
教
の
「
聖
な
る
」
と
い
う
意
味
に
あ
る
と
し
、
作
品
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な

雰
囲
気
を
付
与
し
た
と
述
べ
て
い
る
。「
サ
ン
タ
」
に
つ
い
て
ど
う
捉
え
る
べ

き
か
こ
れ
ま
で
疑
問
に
思
っ
て
い
た
が
、
周
氏
の
論
に
よ
っ
て
、
そ
れ
に
つ

い
て
の
認
識
が
よ
り
明
白
に
な
っ
た
。
そ
こ
に
は
、
仏
教
と
キ
リ
ス
ト
教
が

融
合
し
た
ガ
ン
ダ
ー
ラ
文
化
の
イ
メ
ー
ジ
が
見
ら
れ
、
興
味
深
い
。

２
、「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
の
執
筆
背
景

先
駆
形
で
あ
る
「
峯
や
谷
は
」
の
分
析
は
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
を
解
釈

す
る
上
で
、
重
要
な
手
掛
か
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
「
峯
や
谷
は
」
の
創
作

時
期
で
あ
る
大
正
七
年
（
一
九
一
八
年
）、
賢
治
二
十
二
歳
の
出
来
事
を
検
討

し
て
み
よ
う
。

一
月

「
卒
業
と
将
来
の
問
題
に
つ
き
、
父
と
談
合
す
る
。
」

二
月

｢

ア
ザ
リ
ア｣

〔
五
号
〕
に
断
章｢

復
活
の
前｣

を
発
表
。
卒
業(

得

業)

論
文
「
腐
植
質
中
ノ
無
機
成
分
ノ
植
物
ニ
対
ス
ル
価
値｣

提
出

三
月

盛
岡
高
等
農
林
学
校
卒
業
。
親
友
保
阪
嘉
内
、
「
学
籍
か
ら
除

名
さ
れ
る
。
」

四
月

研
究
生
と
し
て
入
学(

の
ち
盛
岡
高
等
農
林
学
校
実
験
指
導
補

助
を
嘱
託
さ
れ
る)

。
稗
貫
郡
土
性
調
査
が
始
ま
る
。
徴
兵
検
査
、
「
第

二
種
乙
種
」
。

六
月
末

「
岩
手
病
院
で
診
察
を
受
け
る
。
」
「
肋
膜
」
と
診
断
さ
れ

る(

書
簡
77)

。
「
父
が
心
配
し
て
帰
花
さ
せ
た
と
判
断
す
る
。
」(

保

阪
嘉
内
宛
て
、
河
本
義
行
書
簡
か
ら)｢

ア
ザ
リ
ア｣

〔
六
号
〕(

終
刊
号)

に
短
編｢

峯
や
谷
は｣

を
発
表

八
月

童
話
の
制
作
を
始
め
る
。
童
話｢

蜘
蛛
と
な
め
く
じ
と
狸｣

、｢

双
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子
の
星｣

を
家
族
に
読
ん
で
聞
か
せ
る(

宮
澤
清
六
「
兄
賢
治
の
生
涯
」

か
ら)

。

十
二
月

ト
シ
入
院
の
報
せ
が
あ
り
母
と
上
京
。翌
年
二
月
ま
で
滞
在
。

年
表
（
注
４
）
に
示
し
た
通
り
、
賢
治
は
父
・
政
次
郎
と
卒
業
後
の
進
路

に
つ
い
て
対
立
し
、
実
家
の
古
着
商
を
継
ぐ
こ
と
に
反
抗
し
て
い
た
。
「
峯

や
谷
は
」
の
最
後
を
「
わ
れ
は
誓
ひ
て
む
か
し
の
魔
王
波
旬
の
眷
属
と
な
ら

ず
、
又
そ
の
子
商
主
の
召
使
た
る
辞
令
を
受
け
ず
」
と
書
い
て
、
し
め
く
く

っ
て
い
る
。
魔
王
波
旬
と
は
、
釈
迦
の
成
道
を
妨
げ
よ
う
と
し
た
魔
神
の
こ

と
で
あ
る
。「
春
の
道
場
」
を
理
想
の
修
行
場
と
す
る
賢
治
に
と
っ
て
は
、
実

家
の
古
着
商
を
継
ぐ
こ
と
で
、
自
分
も
魔
王
波
旬
に
な
る
か
も
し
れ
な
い
と

の
思
い
が
あ
り
、
父
・
政
次
郎
の
「
そ
の
子
商
主
の
召
使
た
る
辞
令
を
受
け

ず
」
に
、
自
分
の
宗
教
信
仰
を
最
後
ま
で
貫
い
て
い
く
決
意
を
示
し
た
と
も

と
れ
る
。
ま
た
、
同
工
異
曲
の
効
果
を
成
す
一
句
が
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」

に
も
現
れ
て
い
る
。
「
覚
者
の
善
は
絶
対
で
す
。
そ
れ
は
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木

に
も
あ
ら
は
れ
、
け
は
し
い
峯
の
つ
め
た
い
巌
に
も
あ
ら
は
れ
、
谷
の
暗
い

密
林
も
こ
の
河
が
ず
う
っ
と
流
れ
て
行
っ
て
氾
濫
を
す
る
あ
た
り
の
度
々
の

革
命
や
饑
饉
や
疫
病
や
み
ん
な
覚
者
の
善
で
す
。
け
れ
ど
も
こ
々
で
は
マ
グ

ノ
リ
ア
の
木
が
覚
者
の
善
で
又
私
ど
も
の
善
で
す
」と
い
う
く
だ
り
で
あ
る
。

世
界
の
隅
々
ま
で
に
、
仏
教
の
代
表
的
な
主
張
「
覚
者
の
善
」
が
必
ず
浸
透

し
て
い
く
の
で
、
「
革
命
」
・
「
饑
饉
」
・
「
疫
病
」
が
あ
る
と
し
て
も
、

結
果
的
に
は
「
絶
対
的
な
善
」
の
世
界
に
な
る
、
と
し
て
い
る
。

ま
た
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
の
創
作
源
に
つ
い
て
、
具
体
的
な
地
名
は
登

場
し
て
い
な
い
が
、
従
来
の
研
究
に
お
い
て
は
、
創
作
過
程
の
最
初
の
発
想

は
賢
治
の
早
池
峰
山
・
円
森
山
の
登
山
体
験
に
あ
っ
た
と
推
測
し
て
い
る（
注

５
）。
主
人
公
「
諒
安
」
は
も
ち
ろ
ん
実
在
の
人
物
で
は
な
く
、
大
谷
探
検
隊

の
メ
ン
バ
ー
達(

島
地
大
等
、
清
水
黙
爾
な
ど)

が
そ
の
原
型
に
な
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
考
え
る
。
島
地
大
等
は
、
第
一
部
で
詳
述
し
た
と
お
り
、
盛
岡

高
等
農
林
時
代
に
賢
治
が
実
際
に
会
っ
て
お
り
、
彼
が
読
ん
で
法
華
経
信
者

と
な
る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
『
漢
和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』
の
著
者
で
あ
る
。

ま
た
、
清
水
は
、
島
地
大
等
の
友
人
で
、
か
つ
義
弟
で
あ
り
、
サ
ン
ス
ク
リ

ッ
ト
語
の
学
習
や
イ
ン
ド
探
検
の
た
め
に
、
明
治
三
十
五
年
十
二
月
か
ら
翌

年
八
月
ま
で
イ
ン
ド
で
梵
学
経
典
の
研
鑽
・
翻
訳
や
仏
教
遺
跡
の
考
察
に
努

め
て
き
た
人
物
で
あ
る
。
旅
の
心
労
や
病
気
に
襲
わ
れ
、
二
十
八
歳
の
若
さ

で
他
界
し
た
。
彼
の
死
後
、
親
族
や
友
人
、
特
に
島
地
の
協
力
で
、
そ
の
翻

訳
作
品
や
書
簡
が
ま
と
め
ら
れ
、
明
治
四
十
年
一
月
一
日
に
『
紫
風
全
集
』

と
い
う
追
悼
文
集
が
出
版
さ
れ
た
こ
と
は
、
第
一
部
で
の
記
述
の
通
り
で
あ

る
。清

水
黙
爾
は
、
イ
ン
ド
バ
ア
ー
ラ
イ
チ
村
で
書
い
た
藤
井
瑞
枝
（
藤
井
宣

正
の
妻
）
宛
て
の
書
簡(

一
九
〇
三
年
前
半)

に
、
探
検
す
る
う
ち
に
実
際
に

遭
っ
た
「
し
の
び
を
な
ら
ふ
」
よ
う
な
危
険
で
困
難
な
情
景
を
歌
の
形
で
詳

細
に
書
き
残
し
て
い
る(

『
紫
風
全
集
』p

342)

。
そ
れ
は
、

象
の
聲
窓
の
「
ガ
ラ
ス
」
に
ひ
ゞ
き
け
り
。

黒
光
り
す
る
人
月
に
嘯
け
り
。

白
人
の
馬
車
馬
太
く
土
人
痩
す
。

腰
折
れ

猿
の
む
れ

山
羊
の
む
れ
ま
た

栗
鼠
の
群

虚
空

は
る
か
に
鷙
の
一
む
れ
。
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虎
哮
け
り

象
嘯
け
り

獅
子
呴
け
り
庭
の
か
た
へ

に
コ
ブ
ラ
（
毒
蛇
）
ぬ
た
く
る

と
い
っ
た
く
だ
り
で
あ
る
。「
峯
や
谷
は
」
に
も
、「
私
」
の
登
山
中
、
大
変

険
し
い
と
こ
ろ
で
獣
が
歩
い
た
こ
と
を
想
像
す
る
場
面
が
あ
る
。

峯
や
谷
は
無
茶
苦
茶
に
刻
ま
れ
私
は
わ
ら
じ
の
底
を
抜
い
て
し
ま
っ
て

そ
の
一
番
高
い
と
こ
ろ
か
ら
又
低
い
と
こ
ろ
又
高
い
と
こ
ろ
と
這
ひ
歩

い
て
ゐ
ま
し
た
。

雪
が
の
こ
っ
て
居
て
あ
る
処
で
は
マ
ミ

、

、

と
云
ふ
小
さ
な
獣
の
群
が
歩
い

て
堅
く
な
っ
た
道
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
、
こ
れ
を
元
に
書
か
れ
た
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」

に
お
い
て
も
、
同
様
の
険
し
い
山
道
に
つ
い
て
の
描
写
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を

対
比
し
て
読
ん
で
い
く
と
、大
等
た
ち
の
体
験
し
た
仏
蹟
探
検
の
険
し
さ
と
、

作
品
「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
に
お
け
る
諒
安
の
山
中
を
歩
き
回
る
体
験
は
、

き
わ
め
て
類
似
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
賢
治
が
『
紫
風
全
集
』

に
書
か
れ
た
よ
う
な
こ
と
を
、
島
地
か
ら
聞
い
て
い
た
こ
と
を
推
測
す
る
こ

と
は
あ
な
が
ち
ま
ち
が
い
で
は
な
か
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
作
品
「
マ
グ
ノ

リ
ア
の
木
」
の
前
半
は
、「
私
」
が
険
し
い
山
中
で
美
し
い
白
い
花
を
見
た
こ

と
に
中
心
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
大
等
の
体
験
談
に
あ
る
よ
う
に
、
困
難
な

仏
蹟
探
検
の
さ
な
か
に
「
仏
」
を
自
ら
の
中
に
得
た
体
験
を
、
山
中
で
白
い

花
に
遭
遇
し
た
自
ら
の
体
験
に
重
ね
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
ら
に
、「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
後
半
に
は
前
述
の
よ
う
に
「
羅
を
つ
け

瓔
珞
を
か
ざ
り
日
光
に
光
」
る
子
供
が
登
場
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
子
供

を
「
た
ゞ
の
子
供
ら
で
は
な
い
」
と
諒
安
は
認
識
し
て
い
る
。
こ
の
子
供
の

イ
メ
ー
ジ
と
、「
銀
の
鳩
」、
マ
グ
ノ
リ
ア
の
花
と
は
、
一
つ
に
つ
な
が
り
、

天
か
ら
降
り
立
っ
た
天
童
子
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て
重
ね
ら
れ
る
。「
マ
グ
ノ

リ
ア
の
木
」
の
草
稿
に
は
、
鉛
筆
で
「
ガ
ン
ダ
ラ
の
子
ら
」
と
い
う
記
入
が

あ
り
、
賢
治
は
、
作
中
の
子
供
の
姿
が
ガ
ン
ダ
ラ
系
統
に
属
す
る
こ
と
を
示

そ
う
と
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
金
子
民
雄
は
、
こ
の
書
き
込
み
が
あ
っ

た
た
め
に
、
こ
の
作
品
を
西
域
童
話
の
一
つ
に
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る

（
注
６
）。
ま
た
他
の
西
域
童
話
〔
み
あ
げ
た
〕、「
イ
ン
ド
ラ
の
網
」、「
雁

の
童
子
」、
詩
「
小
岩
井
農
場
」
な
ど
に
も
、
同
じ
性
格
を
有
す
る
天
童
子

が
出
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
天
の
子
供
に
つ
い
て
、
い
ず
れ
も
金
子
は
西
域
か

ら
の
発
掘
の
事
実
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
金

子
は
ス
タ
イ
ン
の
『
カ
セ
イ
砂
漠
の
廃
墟
』(Ruins

of
Desert

Cathay

一
九
一
二)

を
賢
治
の
発
想
の
原
点
と
し
て
、
指
摘
し
て
い
る(

注
７)

。
し
か

し
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
発
掘
に
つ
い
て
は
、
大
谷
探
検
隊
も
、
第
一
次
か
ら

第
三
次
の
探
検
で
同
じ
場
所
に
行
っ
て
お
り
、
将
来
品
の
中
に
も
天
使
の
画

像
を
含
む
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一
部
の
将
来
品
は
現
在
東
京
国
立
博
物
館
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
テ
ク
ス
ト
に
は
、
諒
安
の
他
に
、「
子
供
ら

と
同
じ
な
り
を
し
た
丁
度
諒
安
と
同
じ
く
ら
ゐ
の
人
」
が
登
場
し
、
そ
の
人

物
と
の
間
に
以
下
の
よ
う
な
対
話
が
あ
っ
た
。

「
あ
な
た
で
す
か
、
さ
っ
き
か
ら
霧
の
中
や
ら
で
お
歌
ひ
に
な
っ
た
方

は
。」
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「
え
ヽ
、
私
で
す
。
又
あ
な
た
で
す
。
な
ぜ
な
ら
私
と
い
ふ
も
の
も
又

あ
な
た
が
感
じ
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
。」

「
さ
う
で
す
、
あ
り
が
た
う
、
私
で
す
、
又
あ
な
た
で
す
。
な
ぜ
な
ら

私
と
い
ふ
も
の
も
又
あ
な
た
の
中
に
あ
る
の
で
す
か
ら
。」

そ
の
人
は
笑
ひ
ま
し
た
。
諒
安
と
二
人
は
は
じ
め
て
軽
く
礼
を
し

ま
し
た
。

自
ら
仏
教
の
伝
来
の
聖
地
・
西
域
の
地
に
足
を
運
び
、
そ
こ
で
経
典
の

研
究
や
遺
跡
の
踏
査
を
す
る
こ
と
は
、
賢
治
に
と
っ
て
、
生
涯
大
き
な
夢

だ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
家
庭
の
事
情
や
自
身
の
体
の
弱
さ

な
ど
現
実
的
な
理
由
で
、
こ
の
夢
を
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

「
え
ヽ
、
私
で
す
。
又
あ
な
た
で
す
。
な
ぜ
な
ら
私
と
い
ふ
も
の
も
又
あ

な
た
が
感
じ
て
ゐ
る
の
で
す
か
ら
。」
と
い
う
と
こ
ろ
は
、
賢
治
が
大
等
ら

釈
迦
聖
地
探
検
を
し
た
僧
侶
た
ち
の
見
た
こ
と
を
自
分
の
中
の
風
景
と
し

て
同
時
に
感
じ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
他
人
の

見
た
景
色
、
他
人
の
経
験
し
た
こ
と
を
賢
治
独
自
の
脚
色
に
よ
っ
て
自
ら

の
「
心
象
」
と
し
て
形
成
し
、「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
と
い
う
「
心
象
ス
ケ

ッ
チ
」
が
生
み
出
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
た
い
。

ま
た
、
諒
安
の
モ
デ
ル
と
し
て
島
地
大
等
や
清
水
黙
爾
ら
を
考
え
る
こ

と
に
つ
い
て
、
よ
り
有
力
な
資
料
や
証
拠
で
検
証
す
る
こ
と
が
今
後
の
課

題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。
ま
た
、
当
時
の
大
谷
探
検
隊
の
活
動
動
静
・
様

子
や
探
検
隊
の
将
来
品
に
つ
い
て
、『
紫
風
全
集
』（
鶏
声
堂
）
以
外
に
も
、

『
教
海
一
瀾
』（
教
海
雑
誌
社
）
や
『
六
條
學
報
』（
第
一
書
房
）、『
高
輪

學
報
』（
高
輪
學
報
学
友
会
）
と
い
っ
た
仏
教
関
係
の
機
関
誌
や
将
来
品
の

図
録
に
有
力
な
情
報
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
今
後
「
西
域
童
話
」
研

究
に
お
け
る
重
要
な
手
掛
か
り
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

３
、
今
後
の
課
題

西
域
童
話
の
作
品
原
稿
に
は
「
普
賢
／
菩
薩
／
所
説
の
／
宙
宇
の
／
夜
」

(

「
イ
ン
ド
ラ
の
網
」
異
文
メ
モ)

や
、「
ガ
ン
ダ
ラ
の
子
ら
」・「
竜
樹
菩
薩
の

大
論
以
前
」(

「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
異
文
メ
モ)

と
い
っ
た
仏
教
関
係
の
専

門
的
知
識
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
西
域
童
話
」
に
お
い
て
は
、
そ
の
題
材

の
モ
デ
ル
は
ス
タ
イ
ン
や
大
谷
探
検
隊
が
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
ミ
ー
ラ
ン
で
砂

の
中
か
ら
発
掘
し
た
壁
画
の
有
翼
天
使
像
で
あ
り
、
「
イ
ン
ド
ラ
の
網
」
に

お
け
る
于
闐
大
寺
の
壁
画
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
画
像
的
な
も
の
に
と
ど
ま

る
イ
メ
ー
ジ
を
島
地
大
等
ら
と
の
交
流
を
通
し
て
、
よ
り
明
確
か
つ
鮮
烈
に

作
品
に
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
考
え
た
い
。
こ
の
よ
う
な
ガ
ン
ダ
ー
ラ

系
統
の
仏
教
・
仏
教
芸
術
へ
の
関
心
の
た
か
ま
り
が
、
童
話
の
裏
に
は
あ
る

と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
を
考
察
す
る
た
め
に
は
、
美
術
史
や
、
宗
教
史
や
、
文

化
社
会
学
な
ど
、
多
面
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
と
な
る
。
「
西
域
童
話
」

で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
関
連
作
品
の
す
べ
て
を
仏
教
的
観
点
だ
け
か
ら

解
釈
す
る
こ
と
は
極
め
て
一
面
的
で
危
険
な
見
方
で
は
な
か
ろ
う
か
。
し
か

し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
仏
教
的
観
点
を
「
西
域
童
話
」
か
ら
切
り
離
す
の

も
妥
当
性
に
欠
け
る
。

賢
治
の
作
品
創
作
は
、
法
華
経
の
真
意
を
掘
り
出
す
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し

た
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
。
そ
こ
で
「
イ
ン
ド
ラ
の
網
」
や
「
四
又
の
百
合
」

と
い
っ
た
同
系
列
の
童
話
と
の
比
較
、及
び
西
域
要
素
が
多
く
登
場
す
る『
春

と
修
羅
』
の
第
二
集
と
の
関
連
性
の
考
察
を
手
掛
か
り
に
、
賢
治
の
宗
教
観

の
原
点
や
源
流
に
た
ど
り
着
く
こ
と
で
、
西
域
童
話
の
本
質
や
そ
こ
に
包
摂
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さ
れ
て
い
る
独
特
な
人
間
観
を
探
り
当
て
、
新
し
い
宮
沢
賢
治
像
を
提
出
す

る
と
と
も
に
、
賢
治
が
「
西
域
童
話
」
作
品
群
を
作
り
出
し
た
意
図
が
ど
こ

に
あ
っ
た
の
か
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
、
賢
治
の
な
か
の
「
西
域
像
」
と
は
い

か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
解
き
明
か
す
こ
と
を
今
後
の
研
究
の
目
的
と

す
る
。

(

鄭
亜
楠
担
当)

注第
一
部

注
１

金
子
民
雄『
宮
沢
賢
治
と
西
域
幻
想
』（
白
水
社

一
九
八
八
年
一
月
）

注
２

天
沢
退
二
郎
・
金
子
務
・
鈴
木
貞
美
編
『
宮
沢
賢
治
イ
ー
ハ
ト
ー
ヴ

学
事
典
』（
弘
文
堂

二
〇
一
〇
年
十
二
月
）

注
３

田
村
公
子
「
宮
沢
賢
治
研
究
の
た
め
の
覚
え
書
き
：
島
地
大
等
の
『
漢

和
対
照
妙
法
蓮
華
経
』」(

『
琉
球
大
学
留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要

第
一

号
』
二
〇
〇
三
年
十
二
月)

注
４

田
村
公
子
「
島
地
大
等
が
宮
沢
賢
治
に
与
え
た
影
響
」(

『
琉
球
大
学

留
学
生
セ
ン
タ
ー
紀
要

留
学
生
教
育

第
二
号
』

二
〇
〇
五
年
三

月)

注
５

白
井
成
允
『
島
地
大
等
和
上
行
実
』(

初
版

一
九
三
三
年
七
月

明

治
書
院
、

復
刻
版
『
伝
記
叢
書
一
二
九

青
空
社

一
九
九
三
年
九

月)

注
６

白
須
浄
眞
『
大
谷
探
検
隊
と
そ
の
時
代
』（
二
〇
〇
二
年
十
月

勉
誠

出
版
）
ｐ51

～
ｐ53

注
７

金
子
民
雄
「
光
瑞
と
へ
デ
ィ
ン
の
交
流
」（『
大
谷
光
瑞
と
ス
ヴ
ェ
ン
・

へ
デ
ィ
ン

内
陸
ア
ジ
ア
探
検
と
国
際
政
治
社
会
』

二
〇
一
四
年
九

月

勉
誠
出
版
）
ｐ70

注
８

片
山
章
雄
「
大
谷
探
検
隊
の
活
動
と
大
谷
尊
重
（
光
明
）・
渡
辺
哲
信
」

（『
東
海
大
学
文
学
部
紀
要
』
七
十
七
号

二
〇
〇
二
年
）

注
９

白
須
浄
眞『
大
谷
探
検
隊
と
そ
の
時
代
』（
前
掲
書
注6

ｐ5
7

～5
9

）

に
伊
藤
整
「
日
本
文
壇
史
」
に
お
け
る
記
載
を
引
用
し
て
解
説
し
て
い

る
。

注
10

注
５
参
照
。「
三

印
度
仏
蹟
の
探
査
」
ｐ1

2

～1
6

注
11

注
５
参
照
。
ブ
ル
ー
ノ
・
ベ
ツ
ォ
ー
ル
ド
記
「
余
の
知
れ
る
島
地
師
」

ｐ1
2
1

～1
2
9

注
12

注
４
参
照
。
ｐ3

4

～3
5

注
13

注
５
参
照
。
巻
末
解
説
。

注
14

白
須
浄
眞
著
『
忘
れ
ら
れ
た
明
治
の
探
険
家

渡
辺
哲
信
』(

一
九

九
二
年
十
二
月

中
央
公
論
社)

注
15

注
６
参
照
。「
茂
吉
と
杢
太
郎
の
西
域
」「
和
辻
哲
郎
の
西
域
」
ｐ

1
8
~

2
1

第
二
部

注
１

周
異
夫

「「
マ
グ
ノ
リ
ア
の
木
」
の
「
マ
グ
ノ
リ
ア
」
の
意
味
に
関

す
る
一
考
察
」

『
日
本
文
芸
研
究
』
六
十
一
巻
３
・
４
号

二
〇
一

〇
年
三
月
十
日

ｐ65

注
⒉

大
塚
常
樹

『
宮
沢
賢
治

心
象
の
記
号
論
』

朝
文
社

一
九
九

九
年
九
月
二
十
五
日
ｐ281

注
３

注
１
参
照

ｐ75

注
４

宮
沢
清
六

他
（
編
者
）『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
第
十
六
巻
（
下
）
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年
譜
篇
』

筑
摩
書
房

二
〇
〇
一
年
一
二
月
十
日

ｐ140

～176

に

よ
る
。

注
５

金
子
民
雄

『
宮
沢
賢
治
・
童
話
と
詩
の
舞
台
』

れ
ん
が
書
房
新

社

一
九
七
九
年
十
月
三
十
一
日

ｐ11^

～15

注
６

注
５
参
照

ｐ10

注
７

金
子
民
雄『
宮
沢
賢
治
と
西
域
幻
想
』(

白
水
社

一
九
八
八
年
一
月)

ｐ38

～40

な
お
、
宮
沢
賢
治
作
品
の
引
用
は
、『
新
校
本
宮
沢
賢
治
全
集
』
一
巻
、
九

巻
、
十
二
巻(

筑
摩
書
房)
に
よ
っ
た
。

付
録
資
料(

秋
枝
担
当)

島
地
大
等
・
島
地
（
清
水
）
黙
爾

年
譜

出
会
い

神
田
錦
城
中
学
（
一
八
八
〇
年
、
福
澤
諭
吉
の
高
弟
で
あ
る
矢
野
文
雄

（
号
・
龍
渓
）
が
、
慶
應
義
塾
旧
医
学
校
跡
に
創
設
し
た
、
三
田
予
備
校
を

源
流
と
す
る
慶
應
義
塾
の
関
連
校
で
あ
る
。
一
八
八
一
年
に
三
田
英
学
校
と

改
称
し
、
英
語
教
育
を
中
心
と
し
た
教
育
を
始
め
る
。
創
立
以
来
男
子
校
で

あ
っ
た
が
、
二
〇
〇
四
年
に
施
設
や
設
備
を
改
修
し
、
二
〇
〇
六
年
以
降
男

女
共
学
校
と
な
っ
た
。）

一
八
八
五
年
（
明
治
二
十
三
）

清
水

五
年

大
等

三
年

一
八
九
四
年
（
明
治
二
十
七
）

黙
爾

京
都
本
願
寺
文
学
寮
に
入
学
。
入
学
時
に
、
島
地
家
か
ら
清
水

家
（
岩
国
市
の
寺
）
の
養
子
と
な
っ
た
。
梵
学
を
志
し
た
。

一
八
九
五
年
（
明
治
二
十
八
）

大
等

同
校
入
学
。

一
八
九
七
年
（
明
治
三
十
）

三
月

両
人
文
学
寮
卒
業
。

大
等

本
願
寺
大
学
林
に
進
学
。

黙
爾

高
楠
博
士
門
下
で
梵
語
を
専
攻
。

大
等

梵
語
を
、
川
上
貞
信
氏
の
指
導
で
学
ぶ
。
梵
文
の
研
究
。

一
八
九
九
年
（
明
治
三
十
二
）

七
月

大
等

先
考
圓
寂
の
際
、
吊
状
を
得
た
。

一
八
九
一
年(

明
治
三
十
四)

三
月

大
学
林
卒
業
。

四
月

高
輪
仏
教
学
院
に
就
職
。

五
月
六
日

大
等

島
地
家
の
人
と
な
る
。

一
九
〇
一
年
～
一
九
〇
四
年
ま
で
は
、
黙
爾
・
大
等
は
、
島
地
家
と
い
う
家

庭
内
で
、
一
分
一
秒
で
も
一
緒
に
い
た
こ
と
が
な
い
。

一
九
〇
二
年(

明
治
三
十
五)

二
月

黙
爾
に
名
ば
か
り
の
印
度
留
学
の
辞
令
が
出
た
。

三
月
十
五
日

神
戸
、
京
都
、
奈
良
見
物
を
し
た
後
、
横
浜
か
ら
出
港
。

三
月
十
九
日

神
戸
出
港
。

十
月

大
等

宗
主
の
印
度
聖
蹟
探
検
に
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。

高
輪
仏
教
学
院
を
辞
し
て
、
印
度
へ
渡
航
。
孟
買(

ム
ン
バ
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イ)

に
上
陸
し
て
か
ら
は
、
互
い
に
連
絡
を
と
り
あ
う
。

十
二
月

大
等
が
仏
陀
伽
耶
の
調
査
に
従
事
し
て
い
る
時
、
黙
爾
が

仏
陀
伽
耶
の
ダ
ッ
ク
バ
ン
ガ
ロ
ー
に
や
っ
て
き
て
、再
会
。

し
か
し
、
黙
爾
は
、
台
命
に
よ
り
、
数
時
間
で
北
方
ゴ
ン
ダ

地
方
へ
赴
い
た
。

一
九
〇
三
年(

明
治
三
十
六)

一
月

王
舎
城
の
探
検
が
済
み
、
大
等
は
単
身
ベ
ッ
チ
ア
に
進
む
こ
と
に

な
っ
た
。
途
中
、
バ
ン
キ
プ
ー
ル
か
ら
の
り
か
え
て
ベ
ナ
レ
ス
に
行
き
、

一
日
半
逗
留
し
て
梵
語
大
学
の
数
学
教
師
に
会
い
、
パ
ン
キ
プ
ー
ル
へ
引

き
返
し
た
。

清
水
黙
爾
が
、
探
検
終
了
後
に
は
、
ベ
ナ
レ
ス
の
梵
語
大
学
に
移
る
方

針
で
あ
る
と
聞
い
て
い
た
こ
と
、
鹿
野
苑
の
聖
蹟
に
詣
し
た
い
と
い
う
希

望
も
あ
っ
た
た
め
、
ベ
ナ
レ
ス
に
寄
っ
た
。

★
こ
の
と
き

清
水
・
井
上
弘
円
は
、
舎
衛
と
迦
琵
羅
衛
と
の
古
址
を
踏
査
す
る
任
務
に

あ
っ
た
。

島
地
は
、
単
身
拘
尸
那
掲
羅(

ク
シ
ナ
ガ
ラ)

の
古
址
発
見
と
い
う
任
務
に

服
し
て
い
た
。

→
こ
の
両
方
面
の
探
検
は
、
何
れ
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
南
に
拡
が
っ
て
い
る
漠
々

無
尽
の
タ
ラ
イ
尼
波
羅
の
深
林
中
を
踏
査
す
べ
き
任
務
で
あ
っ
た
。
そ
こ

に
は
、
気
候
、
猛
獣
、
毒
蛇
そ
の
他
、
く
さ
ぐ
さ
の
故
障
が
あ
っ
た
。

尼
波
羅
の
国
王
か
ら
パ
ス
ポ
ー
ト
を
得
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
が
、
そ
れ
は

地
理
上
島
地
の
責
任
と
な
っ
た
。

★
約
一
ヶ
月
を
経
て
、
島
地
は
任
務
を
終
え
て
清
水
ら
と
合
流
の
た
め
ゴ
ラ

ク
プ
ー
ル
に
行
き
、
清
水
ら
の
駅
舎
に
行
っ
て
帰
り
を
待
っ
た
。

三
月
四
日

午
後
四
時
半
、
清
水
・
井
上
・
本
多
恵
隆
が
一
緒
に
帰
っ
て

き
た
。

三
月
五
日

午
後
、
島
地
・
本
多
は
甲
谷
他(

カ
ル
カ
ッ
タ)

の
方
へ
向
か

う
。
清
水
・
井
上
は
舎
衛
国
の
古
址
探
検
に
出
立
。
清
水
ら
の
発
車
時
間

が
一
日
早
か
っ
た
の
で
、
島
地
ら
は
ゴ
ラ
ク
プ
ー
ル
駅
で
彼
ら
を
見
送
っ

た
。
印
度
で
の
再
会
は
も
は
や
無
か
っ
た
の
で
、
清
水
は
涙
を
見
せ
た
。

こ
れ
が
今
生
の
別
れ
と
な
っ
た
。

七
月
三
十
日

大
等
帰
国
。

八
月
二
十
日

夜
、
島
地
は
帰
朝
後
初
め
て
、
父
と
京
都
で
会
っ
た
。

八
月
二
十
一
日

午
後
一
時
、
清
水
の
長
逝
の
凶
事
を
知
っ
た
。

一
九
〇
四
年(

明
治
三
十
七)

比
叡
山
で
、
学
道
に
専
念
す
る
。

一
九
〇
五
年(

明
治
三
十
八)

同
右

一
九
〇
六
年(

明
治
三
十
九)

三
十
二
歳

一
月
、
上
京
。
学
僧
と
し
て
の
生
活
を
始
め
る
と
と
も
に
、
東
京
の
諸
大

学
に
お
い
て
仏
教
学
の
講
義
を
始
め
る
。

一
九
〇
七
年(

明
治
四
十)

四
月
三
十
日

島
地
黙
雷
の
息
女
、
篤
子
と
結
婚
。

十
月

大
阿
闍
梨
位
を
享
け
た
。

一
九
〇
八
年(

明
治
四
十
一)

年
か
ら
、
岩
手
県
願
教
寺
で
仏
教
講
習
会
を
開

く
。
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From the viewpoint of the setting of the Western Regions in Kenji Miyazawa's novel 
"Magnolia Tree" - influence from Daitou Shimaji's personal experience discourse of his 
expedition to Indian Buddhist ruins 
 

Miho Akieda(Aoki)、Anan Tei 
 

. In focusing on Kenji Miyazawa's Western Regions as the setting in his novel we will 
look at the activities of the Otani Expedition which brought back many relics from the 
Buddhist ruins of the Western Region towards the end of the Meiji Period. In particular, 
we will discuss the connection between his work, Magnolia Tree, and Daitou Shimaji, a 
priest at Gankyouji in Morioka City, who was an active member of the first Otani 
Expedition. It is with this point that I shall indicate that Miyazawa's imagery sketches 
are taken from the experiences of another, those of Daitou Shimaji.  
【Keyword: Kenji Miyazawa，Western Regions，Otani Expedition】 
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